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﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
今
日
的
意
義
須
田
和
博
一
は
じ
め
に
二
旧
放
送
法
時
代
に
お
け
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
の
沿
革
と
そ
の
役
割
三
新
放
送
法
に
お
け
る
﹁
基
幹
放
送
﹂
四
放
送
用
周
波
数
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
五
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
今
日
的
意
義
六
お
わ
り
に
一
は
じ
め
に
﹁
放
送
﹂
概
念
を
巡
る
議
論
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
何
が
﹁
放
送
﹂
に
含
ま
れ
る
か
と
い
う
、
概
念
の
外
延
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
例
え
ば
、
旧
放
送
法
時
代
に
お
け
る
有
線
放
送
、
通
信
衛
星
に
よ
る
衛
星
放
送
︵
以
下
﹁
Ｃ
Ｓ
放
送
﹂
と
い
う
︶
、
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送
が
﹁
放
送
﹂
に
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
議
論
が
こ
れ
に
当
た
る
。
通
信
と
放
送
の
融
合
に
お
け
る
境
界
領
域
の
問
題
も
こ
れ
に
当
た
る
。
も
う
一
つ
は
、﹁
放
送
﹂
に
含
ま
れ
る
も
の
の
中
で
、﹁
放
送
﹂
に
関
す
る
具
体
的
政
策
を
考
え
る
際
に
対
象
と
な
る
範
囲
を
限
定
す
121
る
た
め
の
議
論
、
い
わ
ば
概
念
の
内
包
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
﹃
基
幹
(
)
放
送
﹄
概
念
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
1
お
け
る
放
送
政
策
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、
こ
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
概
念
整
理
も
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
制
定
法
上
の
概
念
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
通
常
は
立
法
・
解
釈
・
運
用
に
際
し
て
の
﹁
手
が
(
)
か
り
﹂
に
2
止
ま
り
、
ま
た
対
象
と
な
る
放
送
の
実
態
の
説
明
に
止
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
の
﹁
通
信
と
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
﹂︵
以
下
﹁
在
り
方
懇
﹂
と
い
う
︶
の
最
後
の
(
)
段
階
で
、
こ
の
3
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
が
登
場
し
、
そ
の
後
の
法
制
化
の
検
討
を
踏
ま
え
て
二
〇
一
〇
年
に
(
)
成
立
し
た
﹁
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
4
律
﹂︵
平
成
二
二
年
法
律
第
六
五
号
︶
に
よ
っ
て
、
新
(
)
(
)
放
送
法
の
中
核
概
念
と
な
る
﹁
基
幹
放
送
﹂
と
し
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
5
6
他
方
、
新
放
送
法
誕
生
後
の
昨
年
三
月
一
一
日
に
東
北
地
方
を
襲
っ
た
大
震
災
は
、
関
係
者
の
不
眠
不
休
の
避
難
活
動
や
、
自
ら
の
命
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
の
救
出
活
動
の
姿
を
我
々
に
一
生
消
え
な
い
記
憶
と
し
て
残
す
と
同
時
に
、
そ
れ
を
報
道
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
支
え
た
種
々
の
メ
デ
ィ
ア
を
平
時
と
異
な
る
眼
で
見
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
の
活
躍
が
注
目
を
浴
び
る
と
と
も
に
、
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
中
で
主
要
な
地
位
を
占
め
る
地
上
放
送
の
役
割
も
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
(
)
っ
た
。
7
本
稿
で
は
、
こ
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
人
々
が
復
興
と
新
し
い
国
造
り
を
模
索
す
る
中
で
、
改
め
て
社
会
に
と
っ
て
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
、
以
下
の
順
序
で
考
察
を
進
め
る
。
ま
ず
、﹁
二
旧
放
送
法
時
代
に
お
け
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
の
沿
革
と
そ
の
役
割
﹂
に
お
い
て
、
旧
放
送
法
時
代
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
を
概
観
し
、
旧
放
送
法
に
お
け
る
﹁
放
送
﹂
の
う
ち
、
何
を
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
捉
え
、
そ
の
際
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
を
整
理
す
る
。
次
に
﹁
三
新
放
送
法
に
お
け
る
﹁
基
幹
放
送
﹂﹂
で
は
、
新
放
送
法
に
お
い
て
、
制
定
法
上
の
概
念
と
し
て
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
が
、
新
し
い
制
度
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
は
旧
放
送
法
に
お
け
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
か
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を
概
観
す
る
。
﹁
四
放
送
用
周
波
数
と
﹃
基
幹
放
送
﹄﹂
で
は
、
新
放
送
法
で
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
た
放
送
用
周
波
数
に
着
目
し
、
そ
の
意
義
と
特
殊
性
、
放
送
に
対
す
る
規
律
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
の
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。
最
後
に
、﹁
五
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
今
日
的
意
義
﹂
に
お
い
て
、
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
内
包
と
し
て
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
意
義
を
考
察
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
用
語
の
用
い
方
で
は
、
次
の
点
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
本
稿
で
は
﹁
規
制
﹂
と
い
う
用
語
を
用
い
ず
に
す
べ
て
﹁
規
律
﹂
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、﹁
規
制
﹂
と
い
う
用
語
は
他
者
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
消
極
的
な
意
味
が
入
り
や
す
い
の
に
対
し
、﹁
放
送
﹂
は
自
己
規
律
の
意
義
も
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
(
)
あ
る
。
放
送
と
い
う
表
現
の
分
野
で
重
要
な
の
は
送
り
手
と
受
け
手
の
信
頼
関
係
と
そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
で
あ
る
と
い
8
う
、
筆
者
の
考
え
も
背
景
に
あ
る
。
第
二
に
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
電
波
関
係
の
記
述
が
多
い
が
、
電
気
通
信
な
ど
に
使
わ
れ
る
電
磁
波
を
総
称
的
に
表
現
す
る
と
き
は
﹁
電
波
﹂
を
、
電
波
の
波
動
性
か
ら
来
る
特
性
を
意
識
し
て
表
現
す
る
と
き
は
﹁
周
波
数
﹂﹁
周
波
数
帯
﹂﹁
周
波
数
帯
域
﹂
を
、
通
信
ケ
ー
ブ
ル
等
を
用
い
る
有
線
電
気
通
信
と
の
対
比
を
意
識
す
る
と
き
は
﹁
無
線
﹂
を
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。
第
三
に
、
番
組
規
律
と
し
て
言
及
す
る
こ
と
の
多
い
旧
放
送
法
三
条
の
二
第
二
項
︵
新
一
〇
六
条
︶
を
﹁
番
組
調
和
原
則
﹂、
旧
放
送
法
四
条
一
項
︵
新
同
︶
を
﹁
番
組
準
則
﹂
と
呼
称
し
、
ま
た
、
今
回
の
法
改
正
で
新
九
三
条
一
項
四
号
但
し
書
き
に
規
定
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則
に
つ
い
て
は
、﹁
集
中
排
除
原
則
﹂
と
呼
称
す
る
。
第
四
に
、﹁
総
合
放
送
﹂
と
﹁
専
門
放
送
﹂
と
い
う
用
語
は
、
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
者
を
番
組
調
和
原
則
に
従
っ
た
放
送
、
後
者
を
同
原
則
の
例
外
で
あ
る
﹁
特
別
の
事
業
計
画
に
よ
る
﹂
放
送
の
意
味
で
用
い
、
番
組
調
和
原
則
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
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は
第
五
章
で
述
(
)
べ
る
。
9
︵
︶﹃
基
幹
放
送
﹄
は
、
旧
放
送
法
時
代
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
議
に
お
け
る
も
の
を
意
味
し
、﹁
基
幹
放
送
﹂
は
新
放
送
法
︵
注
︵

︶
参
照
︶
に
お
い
て
定
義
さ
れ
た
も
1の
を
意
味
す
る
。
ま
た
、﹃
基
幹
放
送
﹄
以
外
に
も
、﹁
基
幹
的
な
放
送
﹂﹁
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
﹂﹁
基
幹
的
情
報
メ
デ
ィ
ア
﹂
な
ど
の
用
語
が
ほ
ぼ
同
様
な
趣
旨
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
引
用
の
場
合
を
除
き
﹃
基
幹
放
送
﹄
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
︵
︶
舟
田
正
之
︻
二
〇
〇
一
︼﹁
日
本
に
お
け
る
放
送
制
度
改
革
﹂
舟
田
正
之
・
長
谷
部
恭
男
編
﹃
放
送
制
度
の
現
代
的
展
開
﹄︵
有
斐
閣
二
〇
〇
一
年
︶
六
五
頁
。
ま
2た
同
六
四
頁
は
通
信
と
放
送
の
融
合
に
対
す
る
規
律
の
在
り
方
を
考
え
る
た
め
に
放
送
の
典
型
例
・
コ
ア
を
﹁
基
幹
的
放
送
﹂
と
呼
び
、
そ
の
た
め
の
放
送
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
﹁
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
﹂
の
基
本
的
意
義
と
し
て
﹁﹃
広
範
か
つ
多
数
の
視
聴
者
が
技
術
的
・
経
済
的
に
容
易
に
放
送
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
﹄
こ
と
及
び
﹃
国
民
生
活
の
充
実
、
多
彩
な
文
化
の
創
造
、
活
力
あ
る
社
会
の
構
築
等
に
大
き
く
寄
与
す
る
﹄
こ
と
が
期
待
な
い
し
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
﹂
と
し
て
い
る
。
︵
︶
懇
談
会
は
、
全
部
で
一
四
回
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
二
回
提
出
の
報
告
書
骨
子
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
﹃
基
幹
放
送
﹄
が
第
一
三
回
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
3案
で
初
め
て
登
場
し
た
。
︵
︶
本
改
正
案
は
、
第
一
七
四
国
会
に
総
務
省
か
ら
提
出
︵
二
〇
一
〇
年
三
月
五
日
︶
さ
れ
、
衆
議
院
で
修
正
可
決
︵
二
〇
一
〇
年
五
月
二
五
日
︶
さ
れ
た
が
、
審
議
未
4了
廃
案
と
な
っ
た
た
め
、
第
一
七
六
国
会
に
お
い
て
改
め
て
提
出
︵
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
三
日
︶
さ
れ
、
平
成
二
二
年
法
律
第
六
五
号
と
し
て
成
立
︵
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
六
日
︶
し
た
。
︵
︶
改
正
後
の
放
送
法
は
、
そ
れ
以
前
の
放
送
法
と
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
た
め
、
以
下
で
は
改
正
前
の
放
送
法
を
旧
放
送
法
、
改
正
後
の
も
の
を
5新
放
送
法
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
、
参
照
条
文
の
場
合
は
、
単
純
に
﹁
旧
﹂﹁
新
﹂
と
す
る
。
︵
︶
新
放
送
法
に
関
し
て
は
既
に
多
く
の
論
評
が
あ
る
が
、
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
以
下
を
参
考
に
し
て
い
る
。
村
上
聖
一
﹁
放
送
関
連
法
再
編
﹂
放
送
研
究
と
調
査
二
6〇
一
〇
年
六
月
号
六
八
頁
、
山
田
健
太
﹁
二
〇
一
〇
年
放
送
法
改
正
の
意
味
と
課
題
﹂
月
刊
民
放
二
〇
一
〇
年
六
月
号
二
五
頁
、
鈴
木
秀
美
﹁
放
送
法
改
正
の
概
要
﹂
法
律
時
報
第
八
三
巻
二
号
八
〇
頁
、
山
田
健
太
﹁
放
送
概
念
の
拡
張
に
伴
う
放
送
法
の
変
質
﹂
同
八
四
頁
、
宍
戸
常
寿
﹁
放
送
改
正
法
と
行
政
権
限
﹂
同
八
八
頁
、
鈴
木
秀
美
﹁﹃
六
十
年
ぶ
り
の
大
改
正
﹄
の
意
義
と
問
題
点
﹂
G
A
L
A
C
二
〇
一
〇
年
九
月
号
一
二
頁
、
山
本
博
﹁﹃
放
送
﹄
の
定
義
が
曖
昧
な
新
放
送
法
﹂
同
一
八
頁
、
白
石
草
﹁
市
民
が
主
体
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
法
を
﹂
同
二
八
頁
。
ま
た
舟
田
正
之
︻
二
〇
一
一
︼﹃
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
﹄︵
有
斐
閣
二
〇
一
一
年
︶
は
全
体
が
新
放
送
法
を
踏
ま
え
て
体
系
的
に
放
送
制
度
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
論
述
し
て
お
り
、
全
体
的
に
参
考
に
し
て
い
る
。
︵
︶
㈳
日
本
民
間
放
送
連
盟
﹁
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
メ
デ
ィ
ア
利
用
行
動
﹂︵
二
〇
一
一
・
三
・
三
〇
︶。
h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
a
b
.o
r.jp
/
in
d
e
x
.p
h
p
、
J-M
O
N
IT
O
R
7に
よ
る
共
同
調
査
結
果
︵
二
〇
一
一
・
五
・
一
三
︶、
同
︵
二
〇
一
一
・
九
・
一
四
︶
h
ttp
:/
/
w
w
w
.j-m
o
n
ito
r.n
e
t/
to
p
ics/
2
0
1
1
/
1
4
5
8
/
参
照
。
ま
た
、
被
災
地
に
お
け
る
テ
レ
ビ
の
役
割
に
つ
い
て
は
谷
村
智
康
﹁
被
災
地
で
思
い
知
っ
た
テ
レ
ビ
の
力
﹂
放
送
レ
ポ
ー
ト
二
三
一
号
八
～
一
一
頁
参
照
。
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︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
三
八
頁
。
8
︵
︶
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
に
お
け
る
視
聴
者
と
放
送
に
関
す
る
懇
談
会
︵
一
九
九
六
年
一
二
月
︶︵
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
に
お
け
る
視
聴
者
と
放
送
に
関
す
る
懇
談
会
編
9﹃
放
送
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
﹄︵
日
刊
工
業
新
聞
社
一
九
九
七
年
︶
所
収
︶
一
九
頁
。
二
旧
放
送
法
時
代
に
お
け
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
の
沿
革
と
そ
の
役
割
本
章
に
お
い
て
は
、
政
府
の
審
議
会
、
懇
談
会
等
の
報
(
)
告
書
を
中
心
に
、
戦
後
わ
が
国
放
送
制
度
が
成
立
し
て
以
降
の
﹃
基
幹
放
1
送
﹄
論
に
つ
い
て
(
)
概
観
し
、﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
が
旧
放
送
法
時
代
に
果
た
し
て
き
た
役
割
を
概
括
す
る
。
2
な
お
、
各
年
代
の
後
に
時
代
背
景
を
把
握
し
や
す
く
す
る
た
め
、﹃
基
幹
放
送
﹄
に
該
当
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
対
立
関
係
と
し
て
記
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
便
宜
的
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

旧
放
送
法
時
代
に
お
け
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
の
沿
革
⑴
一
九
六
〇
年
代
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
対
民
放
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
い
う
概
念
が
最
初
に
使
わ
れ
た
の
は
古
く
、
一
九
六
二
年
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
放
送
関
係
法
制
調
査
会
に
お
け
る
議
論
の
過
程
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
が
併
存
す
る
戦
後
の
放
送
制
度
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
意
義
に
関
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
を
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
た
の
に
対
し
、
両
者
に
役
割
分
担
は
あ
る
が
民
放
も
同
じ
く
基
幹
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
民
放
側
が
主
張
し
て
(
)
い
る
。
3
こ
こ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
主
張
し
た
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
総
合
放
送
が
日
本
の
放
送
に
お
い
て
基
幹
的
地
位
を
占
め
る
放
送
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
何
が
典
型
的
な
放
送
か
と
い
う
よ
り
も
、
何
が
国
民
、
国
に
と
っ
て
基
本
的
、
基
盤
的
な
放
送
か
と
い
う
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
(
)
い
る
。
公
共
体
と
し
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
立
場
を
考
え
る
と
当
然
と
も
言
え
、﹁
国
民
に
と
っ
て
﹂﹁
日
4
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本
の
放
送
﹂﹁
国
民
的
(
)
基
盤
﹂
と
い
う
言
葉
に
わ
が
国
唯
一
の
公
共
放
送
を
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
自
負
も
窺
え
る
。
5
他
方
、
民
放
が
主
張
す
る
役
割
分
担
論
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
基
盤
的
な
役
割
を
果
た
せ
ば
足
り
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
、
今
日
で
い
う
官
民
役
割
分
担
論
に
通
じ
る
も
の
で
、
こ
れ
も
ま
た
そ
の
立
場
か
ら
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
地
域
放
送
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
、
更
に
は
今
日
で
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
等
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
業
務
範
囲
に
含
め
る
こ
と
の
是
非
論
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
問
題
で
(
)
あ
る
。
6
⑵
一
九
七
〇
年
代
～
一
九
八
〇
年
代
：
地
上
放
送
対
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
、
総
合
放
送
対
専
門
放
送
次
に
﹃
基
幹
放
送
﹄
が
議
論
に
な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
が
放
送
や
通
信
の
世
界
を
賑
わ
し
た
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
衛
星
放
送
や
多
重
(
)
放
送
の
導
入
が
具
体
化
さ
れ
る
な
ど
新
し
い
放
送
技
術
7
の
開
発
が
急
速
に
進
展
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
開
発
・
実
験
段
階
で
あ
り
、
そ
の
取
扱
い
が
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
一
九
八
五
年
に
電
気
通
信
分
野
で
電
々
公
社
の
独
占
体
制
を
見
直
し
、
競
争
を
導
入
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
法
改
正
が
行
わ
れ
る
と
、
こ
れ
に
続
く
情
報
通
信
関
係
の
大
き
な
課
題
と
し
て
放
送
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
取
扱
い
が
大
き
な
関
心
を
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
放
送
政
策
の
課
題
を
論
議
す
る
た
め
に
郵
政
省
に
設
け
ら
れ
た
の
が
﹁
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る
放
送
政
策
懇
談
会
﹂︵
以
下
﹁
放
送
政
策
懇
談
会
﹂
と
い
う
︶
で
あ
り
、
こ
の
場
で
﹁
放
送
﹂
概
念
及
び
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
議
論
が
進
ん
だ
。
放
送
政
策
懇
談
会
は
、
新
放
送
法
の
成
立
の
過
程
で
議
論
に
な
っ
た
、
通
信
と
放
送
の
融
合
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
分
離
、
有
料
放
送
制
度
等
多
く
の
論
点
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
分
析
し
て
い
る
が
、﹃
基
幹
放
送
﹄
論
に
絞
っ
て
み
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、﹁
基
幹
的
情
報
﹂
を
﹁
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
確
保
し
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
(
)
情
報
﹂
と
し
、
こ
の
よ
う
な
基
幹
8
的
情
報
を
提
供
す
る
メ
デ
ィ
ア
を
﹁
基
幹
的
放
送
メ
デ
(
)
ィ
ア
﹂
と
し
て
い
る
。
9
ま
た
、
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
は
﹁
視
聴
者
が
視
聴
の
た
め
に
直
接
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
を
要
し
(
)
な
い
﹂
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
10
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唆
し
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、﹁
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
﹂﹁
中
波
、
Ｆ
Ｍ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
﹂﹁
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
等
の
地
上
民
放
﹂
と
複
数
の
異
な
る
(
)
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、﹁
国
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
基
幹
的
情
報
を
提
供
す
る
総
11
合
的
な
(
)
放
送
﹂
と
い
う
表
現
も
あ
り
、
要
は
総
合
放
送
と
し
て
の
中
波
、
Ｆ
Ｍ
及
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
地
上
放
送
が
相
当
す
る
こ
と
に
12
な
る
。
な
お
、
総
合
放
送
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
そ
の
制
度
的
裏
付
け
で
あ
る
番
組
調
和
原
則
を
、﹁
こ
れ
は
、
有
限
希
少
な
電
波
を
使
用
す
る
放
送
が
、
基
幹
的
情
報
を
調
和
が
と
れ
た
形
︵
い
わ
ゆ
る
総
合
編
成
︶
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
優
れ
た
社
会
的
・
文
化
的
機
能
を
効
率
的
に
発
揮
し
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
創
造
等
に
最
大
限
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
(
)
も
の
﹂
と
説
13
明
し
て
い
る
。
第
三
に
、
通
信
・
放
送
の
融
合
に
関
し
、﹁
電
波
の
有
限
希
少
性
﹂
と
﹁
社
会
的
・
文
化
的
影
響
力
﹂
に
お
い
て
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
(
)
(
)
シ
ョ
ン
を
有
す
る
メ
デ
ィ
ア
が
典
型
的
な
放
送
分
野
の
周
辺
に
出
現
し
て
い
る
た
め
に
、
各
メ
デ
ィ
ア
特
性
に
応
じ
た
規
律
の
必
要
14
15
性
を
指
(
)
摘
し
て
お
り
、
こ
の
﹁
典
型
的
な
放
送
﹂
が
﹃
基
幹
放
送
﹄
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
16
第
四
に
、﹁
基
幹
的
情
報
﹂
の
地
域
間
格
差
是
正
を
取
り
あ
げ
、
総
合
放
送
と
し
て
誕
生
し
た
地
上
放
送
が
、
既
に
全
国
に
展
開
さ
れ
、
ま
た
国
民
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
き
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
、
そ
の
普
及
の
必
要
性
を
述
べ
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
や
放
送
普
及
基
本
計
画
の
意
義
に
触
れ
て
(
)
い
る
。
地
上
放
送
の
普
及
の
た
め
の
政
策
を
示
唆
し
て
い
る
。
17
こ
の
よ
う
に
、
放
送
政
策
懇
談
会
は
、﹁
国
民
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な
基
幹
的
情
報
﹂
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
﹃
基
幹
放
送
﹄
が
憲
法
二
五
条
に
い
う
生
(
)
存
権
に
含
ま
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
性
格
を
示
唆
し
、
情
報
格
差
解
消
と
い
う
政
策
に
よ
っ
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
18
ル
サ
ー
(
)
ビ
ス
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
更
に
前
述
の
無
償
性
や
統
一
的
規
格
の
必
要
性
を
(
)
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
点
を
確
実
19
20
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
を
一
つ
の
契
機
と
し
た
放
送
政
策
懇
談
会
で
あ
る
が
、
か
え
っ
て
既
存
の
地
上
放
送
に
よ
る
総
合
放
送
を
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
は
未
だ
そ
れ
だ
け
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
地
上
放
送
に
重
畳
さ
れ
る
形
の
多
重
放
送
や
、﹁
放
送
﹂
に
含
ま
れ
な
い
有
線
放
送
も
、
当
時
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
難
視
聴
対
策
用
だ
っ
た
衛
星
放
送
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
⑶
一
九
九
〇
年
代
：
地
上
放
送
対
衛
星
(
)
放
送
、
総
合
放
送
対
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
21
1
ア
ナ
ロ
グ
衛
星
放
送
の
実
用
化
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
衛
星
放
送
も
一
九
八
〇
年
代
と
は
様
相
を
異
に
し
始
め
る
。
ま
ず
直
前
の
一
九
八
九
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
放
送
衛
星
の
Ｂ
Ｓ
-
に
よ
る
本
(
)
放
送
を
開
始
す
る
と
一
九
九
一
年
に
は
わ
が
国
初
の
民
間
衛
星
放
送
事
業
者
と
し
て
日
本
衛
星
放
送
3
22
︵
現
W
o
W
o
W
︶
と
S
t.
(
)
G
IG
A
が
開
局
し
、
同
じ
年
に
通
信
衛
星
を
用
い
た
Ｃ
Ｓ
放
送
も
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
衛
星
放
送
の
動
23
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
も
か
つ
て
の
難
視
聴
対
策
を
目
的
と
す
る
も
の
か
ら
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
型
の
い
わ
ゆ
る
都
市
型
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
し
て
脚
光
を
浴
び
始
め
た
。
と
こ
ろ
で
、
衛
星
放
送
の
登
場
以
前
は
﹁
放
送
﹂
は
地
上
に
設
置
さ
れ
た
無
線
局
に
よ
る
放
送
を
意
味
し
て
お
り
、
放
送
の
特
性
は
﹁
放
送
﹂
と
い
う
言
葉
で
容
易
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
衛
星
放
送
の
実
用
化
に
よ
っ
て
、
総
合
放
送
と
専
門
放
送
、
地
域
放
送
と
全
国
放
送
、
広
告
放
送
と
有
料
放
送
そ
し
て
地
上
放
送
と
衛
星
放
送
と
い
う
よ
う
に
、
旧
放
送
法
制
定
時
に
は
想
定
が
で
き
な
か
っ
た
多
様
性
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
場
合
、
放
送
政
策
懇
談
会
の
よ
う
に
総
合
放
送
を
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
時
の
Ｂ
Ｓ
放
送
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
な
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
〇
年
の
放
送
の
公
共
性
に
関
す
る
調
査
研
究
会
報
告
書
は
、
今
後
﹁
基
幹
的
メ
デ
ィ
ア
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
衛
星
(
)
放
送
﹂
と
し
て
、
番
組
調
和
原
則
の
適
用
に
関
し
て
両
論
を
併
記
し
24
て
い
た
が
、
更
に
Ｂ
Ｓ
-
5
後
(
)
継
機
の
在
り
方
の
諮
問
に
対
す
る
一
九
九
三
年
の
電
波
監
理
審
議
会
︵
以
下
﹁
電
監
審
﹂
と
い
う
︶
答
申
25
は
、
衛
星
放
送
を
﹁
広
範
か
つ
多
数
の
視
聴
者
が
技
術
的
・
経
済
的
に
容
易
に
放
送
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
、
国
民
生
活
の
充
実
、
健
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全
な
民
主
主
義
社
会
の
発
達
、
多
彩
な
文
化
の
創
造
、
活
力
あ
る
社
会
の
構
築
等
に
大
き
く
寄
与
す
る
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
﹂
と
し
て
(
)
い
る
。
26
6
衛
星
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
一
九
九
〇
年
代
も
後
半
に
な
っ
て
く
る
と
放
送
の
世
界
に
も
次
第
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
始
め
、
一
九
九
六
年
に
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
と
し
て
の
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
先
の
電
監
審
答
申
で
ア
ナ
ロ
グ
対
応
の
方
針
が
定
ま
っ
て
い
た
Ｂ
Ｓ
-
7
も
、
一
九
九
七
年
打
ち
上
げ
予
定
の
後
発
機
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
方
針
転
換
の
是
非
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
す
こ
と
と
な
(
)
っ
た
。
こ
の
Ｂ
Ｓ
-
7
後
発
機
の
四
つ
の
中
継
器
の
利
用
方
法
を
巡
る
議
論
の
中
で
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
が
出
て
く
る
。
そ
れ
27
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
を
地
上
放
送
と
同
様
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
を
前
提
と
し
た
総
合
放
送
、
広
告
放
送
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
上
放
送
と
の
総
合
運
営
を
志
向
す
る
民
放
キ
ー
局
と
、
Ｃ
Ｓ
放
送
で
誕
生
し
た
専
門
放
送
・
有
料
放
送
の
世
界
を
Ｂ
Ｓ
で
も
実
現
し
た
い
と
考
え
る
新
規
参
入
希
望
者
と
の
対
立
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
当
時
は
、
Ｂ
Ｓ
-
7
後
発
機
も
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
前
提
と
し
て
い
た
た
め
可
能
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
も
中
継
器
の
数
と
同
じ
四
し
か
な
く
、
五
つ
の
キ
ー
局
の
中
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
獲
得
を
巡
る
思
惑
も
交
錯
し
て
い
た
。
一
九
九
七
年
五
月
の
電
監
審
答
申
﹁
Ｂ
Ｓ
-
7
後
発
機
の
在
(
)
り
方
﹂
は
結
局
Ｂ
Ｓ
-
7
後
発
機
を
デ
ジ
タ
ル
Ｈ
Ｄ
Ｔ
Ｖ
を
中
心
と
す
る
28
こ
と
を
決
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
可
能
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
高
精
細
画
質
で
倍
の
八
と
し
、
ま
た
既
存
の
事
業
者
と
新
規
参
入
者
の
対
立
に
つ
い
て
は
既
存
事
業
者
に
対
す
る
出
資
比
率
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
整
理
が
図
ら
れ
、
既
に
専
門
放
送
・
有
料
放
送
の
実
績
が
あ
っ
た
W
o
W
o
W
は
そ
の
ま
ま
専
門
放
送
と
な
り
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
総
合
放
送
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
Ｂ
Ｓ
放
送
に
も
受
委
託
制
度
が
導
入
さ
(
)
れ
た
。
仮
に
、
Ｂ
Ｓ
放
送
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
29
後
述
す
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
す
べ
き
と
い
う
民
放
の
主
張
の
例
外
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
た
Ｂ
Ｓ
放
送
は
、
総
合
放
送
中
心
の
番
組
実
態
や
普
及
の
実
態
、
ま
た
地
上
放
送
事
業
者
と
の
密
接
な
関
わ
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り
を
踏
ま
え
、﹃
基
幹
放
送
﹄
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
(
)
た
が
、
Ｃ
Ｓ
放
送
に
つ
い
て
は
専
門
放
送
・
有
料
放
送
と
し
て
の
性
30
格
が
強
か
っ
た
こ
と
、
通
信
用
周
波
数
を
用
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
デ
ジ
タ
ル
衛
星
放
送
は
、
わ
が
国
に
本
格
的
な
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
を
も
た
ら
し
、﹁
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
の
放
送
の
在
り
方
を
考
え
る
懇
談
会
﹂
等
の
場
で
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
放
送
と
異
な
る
、
多
様
な
価
値
観
に
対
応
す
る
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
に
ふ
さ
わ
し
い
規
律
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
(
)
き
た
。
こ
こ
で
は
、
視
聴
者
選
択
が
よ
り
重
要
に
な
る
こ
31
の
よ
う
な
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
に
お
い
て
、
か
え
っ
て
社
会
に
お
け
る
﹁
共
通
の
情
報
﹂、﹁
情
報
の
(
)
共
有
﹂
と
い
う
面
か
ら
﹁
基
本
的
32
な
放
送
メ
デ
ィ
ア
﹂
と
し
て
総
合
放
送
で
あ
る
地
上
放
送
の
役
割
の
重
要
性
が
増
す
こ
と
も
指
摘
(
)
さ
れ
て
い
る
。
33
8
地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
は
地
上
放
送
に
も
及
ん
で
い
る
が
、
こ
の
議
論
に
お
い
て
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
が
あ
る
。
一
九
九
八
年
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
懇
談
会
は
地
上
放
送
に
つ
い
て
、﹁
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
生
活
の
中
で
、
報
道
、
教
養
、
教
育
、
娯
楽
、
実
用
面
で
の
情
報
提
供
を
恒
常
的
に
行
う
基
本
的
な
情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
無
料
︵
又
は
低
廉
な
価
格
︶
で
簡
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
﹂
と
(
)
し
て
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
早
期
全
面
(
)
移
行
を
提
案
し
、
ま
た
既
存
事
業
者
に
デ
34
35
ジ
タ
ル
用
設
備
の
整
備
と
い
う
役
割
を
期
待
す
る
こ
と
を
理
由
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
の
維
持
を
提
案
し
て
(
)
い
る
。
36
こ
の
頃
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
を
背
景
に
、
通
信
と
放
送
の
融
合
論
議
も
次
第
に
緊
急
性
を
高
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
融
合
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
場
も
増
え
、
こ
う
し
た
場
で
も
、
し
ば
し
ば
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
が
展
開
さ
れ
て
(
)
い
る
。
37
⑷
二
〇
〇
〇
年
代
：
地
上
放
送
対
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
等
1
電
気
通
信
役
務
利
用
法
の
誕
生
通
信
と
放
送
の
融
合
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
も
引
き
続
き
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
固
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
も
動
画
情
報
が
増
え
て
く
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
を
基
本
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と
し
た
通
信
、
放
送
、
あ
る
い
は
情
報
処
理
に
共
通
す
る
技
術
基
盤
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
分
野
を
統
合
し
よ
う
と
い
う
議
論
が
増
え
て
き
た
。
ま
た
、
統
合
に
当
た
っ
て
は
電
気
通
信
の
世
界
で
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
レ
イ
ヤ
ー
概
念
を
用
い
て
整
理
す
る
方
法
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
世
界
中
の
す
べ
て
の
人
が
利
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
基
盤
に
し
た
自
由
な
情
報
流
通
と
い
う
視
点
が
強
く
出
る
よ
う
に
な
り
、﹁
放
送
﹂
あ
る
い
は
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
独
自
の
役
割
に
対
す
る
意
識
は
相
対
的
に
低
下
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
例
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
の
公
正
取
引
委
員
会
の
﹁
通
信
と
放
送
の
融
合
分
野
に
お
け
る
競
争
政
策
上
の
課
題
︵
中
間
報
告
︶
﹂︵
二
〇
〇
一
年
︶
は
規
制
緩
和
の
文
脈
の
中
で
、﹃
基
幹
放
送
﹄
で
あ
る
地
上
放
送
に
対
す
る
の
と
同
様
な
規
律
を
新
し
く
登
場
す
る
放
送
に
適
用
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
(
)
い
る
。
ま
38
た
、
同
じ
年
に
内
閣
府
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
の
Ｉ
Ｔ
関
連
規
制
改
革
専
門
調
査
会
が
と
り
ま
と
め
た
﹁
Ｉ
Ｔ
分
野
の
規
制
改
革
の
方
向
性
﹂
は
、
通
信
・
放
送
法
制
を
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
三
層
の
横
割
り
型
の
法
(
)
体
系
へ
転
換
す
る
39
こ
と
を
提
案
し
て
(
)
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
社
団
法
人
日
本
民
間
放
送
連
盟
︵
以
下
﹁
㈳
民
放
連
﹂
と
い
う
︶
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
分
離
40
に
な
る
と
反
(
)
対
し
て
い
る
。﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
は
用
い
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
を
彷
彿
さ
せ
る
部
分
が
あ
る
。
41
例
え
ば
、
放
送
の
社
会
的
実
態
と
し
て
﹁
誰
で
も
、
情
報
を
安
価
か
つ
安
定
的
に
入
手
す
る
た
め
の
基
本
的
な
手
段
﹂
で
あ
り
、
ま
た
﹁
報
道
機
関
・
文
化
の
担
い
手
と
し
て
国
民
生
活
に
定
着
し
、
社
会
的
・
文
化
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
﹂
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
故
﹁
専
用
の
帯
域
を
免
許
﹂
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
﹁
専
用
の
帯
域
が
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
社
会
的
役
割
が
果
た
せ
る
か
疑
問
﹂
で
あ
る
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
る
。
既
に
Ｂ
Ｓ
放
送
は
受
委
託
制
度
を
採
用
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
の
地
上
放
送
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
ハ
ー
ド
は
物
理
的
な
設
備
と
し
て
で
は
な
く
、﹁
専
用
の
帯
域
﹂
と
い
う
言
葉
で
放
送
用
周
波
数
の
専
用
を
意
味
し
て
お
り
、
後
述
の
新
放
送
法
に
お
け
る
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
定
義
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
議
論
も
、
新
し
い
放
送
の
分
野
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
分
離
し
た
形
で
の
参
入
を
容
易
に
す
る
た
め
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の
役
務
利
用
法
が
二
〇
〇
一
年
に
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
つ
の
答
え
が
出
た
た
め
、
通
信
・
放
送
の
融
合
の
議
論
に
つ
い
て
の
政
府
部
内
で
の
議
論
は
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
い
た
。
6
在
り
方
懇
か
ら
法
体
系
研
究
会
報
告
書
(
)
ま
で42
二
〇
〇
六
年
に
発
足
し
た
在
り
方
懇
は
、
内
閣
府
の
専
門
調
査
会
報
告
と
同
(
)
じ
く
通
信
・
放
送
を
含
む
現
行
の
情
報
通
信
法
制
を
レ
43
イ
ヤ
ー
別
の
法
体
系
と
す
る
こ
と
を
一
つ
の
主
要
課
題
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
最
終
報
告
書
の
﹁
通
信
・
放
送
の
法
体
系
の
抜
本
的
見
(
)
直
し
﹂
の
個
所
に
そ
れ
ま
で
㈳
民
放
連
の
提
出
資
料
で
し
か
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
が
登
場
し
た
。
そ
の
内
容
は
44
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
﹁
現
行
制
度
の
よ
う
な
基
幹
放
送
の
概
念
の
維
持
や
放
送
規
律
の
確
保
等
を
前
提
に
﹂
レ
イ
ヤ
ー
区
分
に
対
応
し
た
法
体
系
と
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
、
同
じ
く
六
月
に
作
成
さ
れ
た
政
府
与
党
(
)
合
意
に
お
い
て
も
、
同
旨
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
45
し
か
し
、﹁
現
行
制
度
の
よ
う
な
基
幹
放
送
の
概
念
﹂
と
い
っ
て
も
、
旧
放
送
法
に
は
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
い
う
言
葉
は
な
く
、
用
語
自
体
も
そ
の
持
つ
意
味
も
各
時
代
の
議
論
を
反
映
し
て
微
妙
に
変
化
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
﹃
基
幹
放
送
﹄
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
文
脈
だ
け
の
た
め
、
こ
こ
で
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
。
手
掛
か
り
に
な
る
の
は
、
㈳
民
放
連
が
同
懇
談
会
に
提
出
し
た
(
)
資
料
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
﹁
5
基
幹
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
﹁
地
上
放
送
﹂
は
重
46
要
﹂
及
び
﹁
基
幹
放
送
た
る
地
上
放
送
だ
け
が
地
域
性
を
担
保
で
き
る
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
下
に
、
地
上
放
送
の
役
割
や
実
態
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
主
張
と
ほ
ぼ
同
旨
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
(
)
た
め
、
地
上
放
送
が
﹃
基
幹
放
送
﹄
で
あ
る
こ
と
、
地
上
放
送
の
ハ
ー
47
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
(
)
推
察
で
き
る
に
止
ま
る
。
48
こ
の
政
府
与
党
合
意
を
受
け
て
総
務
省
内
部
に
設
け
ら
れ
た
﹁
通
信
と
放
送
の
総
合
的
な
法
体
系
に
関
す
る
研
究
会
﹂︵
以
下
﹁
法
体
系
研
究
会
﹂
と
い
う
︶
は
、
翌
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。
同
報
告
書
は
、
在
り
方
懇
報
告
書
に
沿
っ
て
、
レ
イ
ヤ
ー
型
の
法
体
系
へ
移
行
す
る
た
め
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
野
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
伝
送
イ
ン
フ
ラ
と
分
離
し
た
形
で
取
り
出
し
、
放
送
に
お
い
て
も
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
の
原
則
か
ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
分
離
の
原
則
へ
の
転
換
を
示
し
て
い
る
。
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ま
た
こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
野
を
﹁
公
然
性
を
有
す
る
も
の
﹂
と
﹁
公
然
性
を
有
し
な
い
も
の
﹂
に
大
別
し
、
前
者
の
う
ち
、﹁
現
行
の
放
送
及
び
今
後
登
場
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
放
送
に
類
比
可
能
な
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
﹁
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
す
る
こ
と
で
規
律
の
対
象
を
従
来
の
広
義
﹁
放
送
﹂
よ
り
広
げ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
﹁
特
別
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
﹂
と
﹁
一
般
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
二
分
し
、
前
者
に
は
﹁
特
別
な
社
会
的
影
響
力
﹂
が
あ
る
た
め
に
現
行
放
送
法
の
規
律
を
維
持
し
、
後
者
に
は
緩
和
し
た
規
律
を
あ
て
る
こ
と
と
し
て
(
)
い
る
。
49
こ
う
し
た
提
案
を
す
る
中
で
、﹃
基
幹
放
送
﹄
に
つ
い
て
は
、﹁
政
府
与
党
合
意
の
趣
旨
を
踏
ま
え
︵
中
略
︶
現
在
の
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
て
、﹁
特
別
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
具
体
的
範
囲
や
規
律
内
容
の
構
成
を
検
討
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
﹂
と
し
て
お
り
、﹁
特
別
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
こ
れ
ま
で
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
と
同
様
な
意
味
で
用
い
、
そ
の
対
象
と
し
て
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
レ
イ
ヤ
ー
型
の
制
度
へ
の
転
換
の
中
で
、
地
上
放
送
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
の
原
則
を
ど
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
分
離
の
世
界
へ
転
換
さ
せ
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
(
)
な
い
。
50
法
体
系
研
究
会
の
提
案
は
新
し
い
時
代
を
見
越
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
に
関
し
て
積
み
重
ね
て
き
た
議
論
と
繋
が
ら
な
い
部
分
が
多
い
。
特
に
、
通
信
、
放
送
に
か
か
わ
ら
ず
伝
送
内
容
を
す
べ
て
﹁
コ
ン
テ
ン
ツ
﹂
で
括
っ
て
い
る
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
通
信
・
放
送
融
合
論
が
通
信
、
放
送
の
そ
れ
ぞ
れ
典
型
的
な
も
の
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
境
界
を
探
ろ
う
と
し
て
き
た
(
)
の
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
大
き
く
変
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
情
報
通
信
を
用
い
た
﹁
公
然
性
を
有
す
る
も
の
﹂
は
﹁
印
刷
メ
デ
ィ
ア
と
51
異
な
る
社
会
的
影
響
力
﹂
を
有
し
て
い
る
た
め
何
ら
か
の
制
約
が
必
要
と
い
う
考
え
に
つ
な
(
)
が
り
、﹁
放
送
に
類
比
可
能
な
コ
ン
テ
ン
52
ツ
配
信
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
と
併
せ
て
、
批
判
さ
れ
る
結
果
と
(
)
(
)
な
っ
た
。
53
54
筆
者
は
、
公
然
性
を
制
度
的
目
的
と
し
て
い
る
放
送
と
、
送
り
手
の
自
由
意
思
の
結
果
公
然
性
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
通
信
と
を
、
単
純
に
公
然
性
が
あ
る
と
し
て
括
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
(
)
持
つ
立
場
で
あ
る
。
確
か
に
、
制
度
を
離
れ
て
通
信
と
放
送
の
実
態
55
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を
見
れ
ば
、
典
型
的
な
放
送
と
典
型
的
な
通
信
と
の
間
に
様
々
な
形
態
の
広
義
通
信
が
連
続
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
制
度
と
し
て
見
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に
立
法
者
の
期
待
す
る
目
的
が
あ
る
。
そ
の
目
的
は
放
送
制
度
と
電
気
通
信
制
度
に
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
筆
者
は
電
気
通
信
制
度
は
﹁
誰
も
が
発
信
で
き
る
﹂
こ
と
を
目
的
と
す
る
(
)
制
度
で
あ
り
、
放
送
制
度
は
﹁
誰
も
が
受
信
56
で
き
る
﹂
こ
と
を
目
的
と
し
た
(
)
制
度
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
通
信
と
放
送
を
一
括
し
て
﹁
公
然
性
﹂
で
区
分
し
直
す
前
57
に
、
こ
れ
ら
制
度
の
目
的
、
特
に
放
送
制
度
の
目
的
が
今
日
で
も
意
味
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
ま
ず
検
証
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。結
果
的
に
は
、
在
り
方
懇
に
始
ま
る
法
改
正
の
検
討
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
取
扱
い
は
、
法
体
系
研
究
会
を
引
き
継
い
だ
情
報
通
信
審
議
会
に
お
い
て
大
き
く
内
容
を
変
え
、
新
放
送
法
に
お
い
て
制
定
法
上
の
概
念
と
し
て
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
旧
放
送
法
時
代
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
意
義
と
役
割
旧
放
送
法
の
制
定
か
ら
新
放
送
法
の
誕
生
に
至
る
ま
で
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
の
中
で
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
対
象
範
囲
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
が
果
た
し
た
役
割
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
⑴
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
対
象
範
囲
第
一
に
、
有
線
系
の
も
の
、
あ
る
い
は
無
線
を
用
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
通
信
用
周
波
数
を
用
い
る
も
の
等
、
有
線
ラ
ジ
オ
法
、
有
線
テ
レ
ビ
法
、
役
務
利
用
放
送
法
の
対
象
の
も
の
は
含
ま
れ
て
い
(
)
な
い
。﹃
基
幹
放
送
﹄
は
あ
く
ま
で
旧
放
送
法
の
﹁
放
送
﹂
概
念
の
58
内
包
を
定
め
る
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
旧
放
送
法
の
﹁
放
送
﹂
の
中
で
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
称
す
る
こ
と
に
異
論
が
な
い
も
の
は
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
で
あ
り
、
逆
に
﹃
基
幹
放
送
﹄
で
な
い
と
す
る
こ
と
に
異
論
が
な
い
も
の
は
多
重
放
送
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
日
で
は
議
論
の
意
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義
が
な
い
で
あ
(
)
ろ
う
。
59
第
三
に
、
論
点
と
な
り
得
る
も
の
の
一
つ
は
Ｂ
Ｓ
放
送
で
あ
る
。
Ｂ
Ｓ
放
送
の
開
始
時
は
期
待
も
大
き
く
、
難
視
聴
目
的
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
あ
り
、
当
初
は
総
合
放
送
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
Ｂ
Ｓ
専
門
放
送
を
含
め
Ｂ
Ｓ
放
送
全
体
を
﹃
基
幹
放
送
﹄
に
含
め
る
傾
向
が
あ
(
)
っ
た
。
し
か
し
、
衛
星
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
以
降
は
Ｂ
Ｓ
放
送
を
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
す
る
議
論
は
少
な
い
。
60
第
四
に
、
論
点
と
な
り
得
る
も
う
一
つ
は
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
び
民
放
が
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
と
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
を
区
別
し
て
対
外
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
両
者
を
区
別
せ
ず
地
上
放
送
と
し
て
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
直
近
の
法
体
系
研
究
会
は
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
限
っ
て
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
(
)
い
る
。
61
⑵
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
役
割
旧
放
送
法
時
代
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
用
い
ら
(
)
れ
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
次
の
三
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
62
一
つ
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
を
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
国
が
担
保
す
べ
き
範
囲
を
定
め
る
た
め
に
用
い
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
臨
時
放
送
制
度
調
査
会
で
の
議
論
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
主
張
す
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
、
あ
る
い
は
放
送
政
策
懇
談
会
が
﹁
国
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
基
幹
的
情
報
を
提
供
す
る
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
﹂
と
し
て
普
及
政
策
を
論
じ
て
い
る
部
分
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。
ま
た
、﹃
基
幹
放
送
﹄
に
該
当
す
る
も
の
は
憲
法
二
五
条
に
保
障
す
る
生
存
権
の
対
象
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
、
受
信
に
あ
た
っ
て
は
視
聴
者
に
特
別
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
(
)
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
63
も
、
そ
の
普
及
に
対
し
て
国
が
一
定
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
公
共
体
の
設
立
を
通
じ
て
行
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
私
人
を
通
じ
て
行
う
場
合
も
あ
る
。
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
意
義
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
関
連
す
る
論
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
に
対
し
て
民
放
が
役
割
分
担
を
主
張
し
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
業
務
の
中
で
ど
こ
ま
で
が
﹃
基
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幹
放
送
﹄
な
の
か
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
業
務
範
囲
の
問
題
、
あ
る
い
は
受
信
料
に
よ
る
費
用
負
担
の
範
囲
と
も
関
係
(
)
す
る
。
よ
り
基
本
的
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
民
放
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
を
同
じ
と
考
え
て
良
い
か
と
い
う
問
64
題
で
も
あ
る
。
ま
た
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
お
け
る
義
務
再
送
信
の
範
囲
の
問
題
が
あ
る
。
地
上
放
送
の
放
送
区
域
の
中
で
、
あ
ま
ね
く
受
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
要
請
を
満
た
す
た
め
に
は
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
に
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
等
の
再
送
信
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
対
象
と
な
る
放
送
は
何
か
を
判
断
す
る
と
き
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
二
つ
目
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
を
、
規
律
の
根
拠
を
考
え
る
際
の
﹁
典
型
的
な
放
送
﹂
と
し
て
用
い
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
放
送
政
策
懇
談
会
報
告
書
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
す
る
部
分
が
こ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
場
合
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
に
該
当
す
る
も
の
は
典
型
的
で
あ
る
が
故
に
制
度
上
の
規
律
が
全
般
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
他
方
該
当
し
な
い
も
の
に
対
し
て
は
そ
の
理
由
を
踏
ま
え
て
、
規
律
の
適
用
も
緩
和
す
る
こ
と
に
な
る
。
公
正
取
引
委
員
会
の
規
制
緩
和
論
に
お
い
て
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
同
様
な
趣
旨
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
役
割
で
﹃
基
幹
放
送
﹄
を
用
い
る
場
合
も
、
説
明
概
念
と
し
て
実
態
を
説
明
す
る
に
止
ま
り
、
道
具
(
)
概
念
と
し
て
用
65
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、﹁
典
型
的
な
放
送
﹂
と
し
て
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
そ
れ
に
対
す
る
規
律
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
曖
昧
さ
が
残
る
。
例
え
ば
、
放
送
政
策
懇
談
会
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
Ｍ
放
送
は
﹁
そ
の
受
信
機
の
普
及
状
況
か
ら
み
て
基
幹
メ
デ
ィ
ア
に
準
ず
る
存
在
で
あ
る
﹂
と
し
て
普
及
状
況
を
重
視
す
る
一
方
、
音
楽
番
組
に
向
い
た
メ
デ
ィ
ア
特
性
を
理
由
に
番
組
調
和
原
則
を
適
用
し
な
い
と
し
て
(
)
お
り
、
し
か
も
法
改
正
の
結
果
は
Ｆ
Ｍ
だ
け
で
な
く
中
波
の
ラ
ジ
オ
も
原
則
と
し
て
適
用
除
外
と
な
っ
た
こ
と
に
そ
れ
が
66
表
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
普
及
の
程
度
を
一
つ
の
判
断
要
素
と
す
る
こ
と
自
体
が
、
事
後
的
な
説
明
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
。
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な
お
、﹁
総
合
放
送
で
あ
る
地
上
放
送
﹂
と
い
う
表
現
で
﹃
基
幹
放
送
﹄
を
説
明
す
る
場
合
も
、﹁
総
合
放
送
﹂
と
い
う
概
念
が
制
度
上
の
概
念
で
(
)
な
い
と
す
る
と
、
や
は
り
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
は
説
明
概
念
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
ず
、
政
策
判
断
の
た
め
の
道
具
概
念
と
67
は
な
り
得
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
三
つ
め
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
を
、
何
ら
か
の
特
別
取
扱
い
な
い
し
優
遇
措
置
を
求
め
る
際
の
根
拠
と
し
て
用
い
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｂ
Ｓ
放
送
に
受
委
託
制
度
を
導
入
す
る
際
の
議
論
、
あ
る
い
は
二
〇
〇
〇
年
代
の
レ
イ
ヤ
ー
別
の
議
論
に
関
し
、
㈳
民
放
連
が
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
を
守
る
た
め
の
主
張
が
こ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
場
合
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
一
定
の
取
扱
い
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
立
法
関
係
者
に
認
識
さ
せ
る
た
め
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
電
波
利
用
料
に
お
け
る
放
送
の
取
扱
い
や
、
地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
費
用
に
関
し
て
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
い
う
言
葉
は
用
い
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
特
別
取
扱
い
に
対
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
こ
で
の
㈳
民
法
連
意
見
に
﹁
国
民
の
知
る
権
利
に
応
え
て
健
全
な
民
主
主
義
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
、
非
常
災
害
時
等
に
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
情
報
伝
達
上
の
重
要
な
役
割
を
担
う
放
送
(
)
事
業
﹂
と
あ
る
の
は
、
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
(
)
ろ
う
。
68
69
︵
︶
本
章
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
政
府
の
審
議
会
、
懇
談
会
等
の
報
告
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
報
告
書
が
一
般
書
籍
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
カ
1ッ
コ
内
に
当
該
書
籍
の
表
題
、
出
版
社
名
等
を
記
す
。
こ
の
場
合
引
用
注
に
お
け
る
文
献
名
と
頁
数
は
当
該
書
籍
の
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
も
の
と
し
て
﹁
在
り
方
懇
﹂
以
降
の
報
告
書
、
答
申
、
提
出
資
料
は
す
べ
て
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
て
お
り
、
引
用
に
当
た
っ
て
は
そ
こ
で
の
頁
数
を
用
い
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る
放
送
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書
︵
一
九
八
七
年
四
月
︶︵
郵
政
省
放
送
行
政
局
監
修
﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄︵
電
気
通
信
振
興
会
一
九
八
七
年
︶
所
収
︶、
衛
星
放
送
の
将
来
展
望
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
︵
一
九
八
九
年
二
月
︶、
放
送
の
公
共
性
に
関
す
る
調
査
研
究
会
報
告
書
︵
一
九
九
〇
年
九
月
︶
︵
郵
政
省
放
送
行
政
局
監
修
﹃
放
送
の
公
共
性
﹄︵
ぎ
ょ
う
せ
い
一
九
九
〇
年
︶
所
収
︶、
放
送
の
将
来
展
望
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書
︵
一
九
九
二
年
七
月
︶︵
郵
政
省
放
送
行
政
局
監
修
﹃
放
送
の
将
来
展
望
﹄︵
ぎ
ょ
う
せ
い
一
九
九
二
年
︶
所
収
︶、
電
波
監
理
審
議
会
答
申
﹁
放
送
衛
星
三
号
後
継
機
の
段
階
に
お
け
る
衛
星
放
送
の
在
り
方
﹂︵
電
波
監
理
審
議
会
監
修
﹃
衛
星
放
送
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
﹄︵
ぎ
ょ
う
せ
い
一
九
九
三
年
︶
所
収
︶、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る
放
送
の
在
り
方
に
関
す
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る
懇
談
会
報
告
書
︵
一
九
九
五
年
三
月
︶︵
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
編
﹃
放
送
革
命
﹄︵
日
刊
工
業
新
聞
社
一
九
九
五
年
︶
所
収
︶、
二
一
世
紀
に
向
け
た
通
信
・
放
送
の
融
合
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書
︵
一
九
九
六
年
六
月
︶︵
郵
政
省
二
一
世
紀
に
向
け
た
通
信
・
放
送
の
融
合
に
関
す
る
懇
談
会
編
﹃
融
合
メ
デ
ィ
ア
新
時
代
﹄︵
読
売
新
聞
社
一
九
九
六
年
︶
所
収
︶、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
に
お
け
る
視
聴
者
と
放
送
に
関
す
る
懇
談
会
︵
前
掲
第
一
章
注
︵
:
︶
所
収
︶、
Ｂ
Ｓ
-
後
発
機
検
討
会
編
﹁
Ｂ
Ｓ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
﹂︵
ク
リ
エ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
一
九
九
七
年
︶、
放
送
高
度
化
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
報
告
書
︵
一
4
九
九
六
年
六
月
︶︵
放
送
高
度
化
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
編
﹃
放
送
高
度
化
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
一
〇
﹄︵
日
刊
工
業
新
聞
社
一
九
九
六
年
︶
所
収
︶、
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
Ｉ
Ｔ
関
連
規
制
改
革
専
門
調
査
会
︵﹁
Ｉ
Ｔ
分
野
の
規
制
改
革
の
方
向
性
﹂︶︵
二
〇
〇
一
年
一
二
月
︶。
︵
︶
山
下
東
子
﹁
テ
レ
ビ
放
送
に
お
け
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
条
件
と
そ
の
変
化
﹂
公
益
事
業
研
究
第
五
二
巻
一
号
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
を
放
送
事
業
者
に
よ
る
商
品
差
2別
化
と
し
て
、
そ
の
歴
史
的
変
化
を
整
理
し
て
い
る
。
︵
︶
塩
野
宏
﹃
放
送
法
制
の
課
題
﹄︵
有
斐
閣
一
九
八
九
年
︶
三
六
八
～
三
六
九
頁
、
三
七
一
頁
。
な
お
、
日
本
放
送
協
会
﹁
放
送
法
制
研
究
会
第
一
次
報
告
書
﹂︵
一
3九
六
三
年
︶
四
二
頁
～
四
四
頁
は
、﹁
限
り
あ
る
電
波
を
少
数
の
人
に
独
占
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
広
く
国
民
の
声
を
反
映
さ
せ
つ
つ
、
不
偏
不
当
で
公
正
か
つ
自
主
・
自
律
的
な
放
送
を
行
う
こ
と
も
、
現
代
民
主
主
義
国
家
の
責
務
﹂
で
あ
る
が
、
民
放
は
﹁
資
本
系
統
や
ス
ポ
ン
サ
ー
の
意
向
等
に
よ
つ
て
放
送
内
容
が
制
約
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
﹂
る
た
め
、﹁
国
民
的
基
盤
に
立
つ
、
日
本
放
送
協
会
の
行
う
放
送
を
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
﹂
と
し
て
い
る
。
︵
︶
こ
の
点
、
時
代
は
下
が
る
が
、
ド
イ
ツ
で
民
間
放
送
を
導
入
す
る
際
に
公
共
放
送
の
責
務
と
し
て
説
明
さ
れ
た
﹁
基
本
的
供
給
﹂
を
連
想
さ
せ
る
。
鈴
木
秀
美
﹁
放
4送
市
場
に
お
け
る
公
共
放
送
の
役
割
﹂
舟
田
・
長
谷
部
編
前
掲
書
二
一
九
頁
参
照
。
︵
︶
日
本
放
送
協
会
﹁
放
送
法
制
研
究
会
・
第
一
次
報
告
書
追
補
﹂︵
一
九
六
四
年
︶
八
～
一
〇
頁
参
照
。
5
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
〇
一
︼
九
三
～
九
四
頁
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
保
有
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
う
ち
、
公
正
競
争
の
観
点
か
ら
も
基
幹
的
放
送
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
地
上
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
考
え
6る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
︵
︶
わ
が
国
に
お
け
る
衛
星
放
送
及
び
多
重
放
送
の
発
展
の
歴
史
は
、
片
岡
俊
夫
﹃
新
・
放
送
概
論
﹄︵
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
二
〇
〇
一
年
︶
三
一
一
頁
以
下
に
詳
し
い
。
7
︵
︶﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄
三
九
頁
。
8
︵
︶
同
八
二
頁
。
な
お
、
こ
の
他
に
も
﹁
基
幹
的
情
報
提
供
メ
デ
ィ
ア
﹂︵
同
一
四
頁
︶、﹁
基
幹
的
情
報
伝
達
手
段
﹂︵
同
六
四
頁
︶、﹁
基
幹
的
メ
デ
ィ
ア
﹂︵
同
八
八
頁
︶
9を
同
様
な
意
味
で
用
い
て
い
る
。
︵
︶
同
八
八
頁
。
10
︵
︶
同
一
四
頁
、
六
四
頁
、
八
八
頁
。
11
︵
︶
同
五
一
頁
。
12
︵
︶
同
八
二
頁
。
13
︵
︶﹁
電
波
の
有
限
希
少
性
﹂
に
対
す
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
中
波
、
短
波
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
か
ら
Ｕ
Ｈ
Ｆ
、
Ｆ
Ｍ
、
衛
星
放
送
、
多
重
放
送
へ
の
多
様
化
を
、﹁
社
会
14的
・
文
化
的
影
響
力
﹂
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
訴
求
力
、
浸
透
力
が
映
像
や
音
声
よ
り
弱
い
、
文
字
放
送
、
静
止
画
放
送
等
を
例
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
放
送
政
策
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懇
談
会
報
告
書
は
﹁
お
わ
り
に
﹂
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
状
況
を
﹁
放
送
性
﹂
で
表
現
し
、﹁﹃
放
送
性
﹄
の
濃
淡
に
応
じ
た
規
律
が
志
向
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
﹂
と
ま
と
め
て
い
る
。﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄
四
九
頁
、
一
一
六
頁
。
︵
︶
浜
田
純
一
﹁
放
送
政
策
の
課
題
と
展
望
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
九
〇
号
二
六
～
三
二
頁
参
照
。
15
︵
︶﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄
五
〇
頁
、
八
一
～
八
四
頁
。
16
︵
︶
同
九
〇
～
九
四
頁
。
17
︵
︶
共
同
討
議
﹁﹃
電
気
通
信
・
放
送
法
制
の
現
状
と
課
題
﹄
そ
の
;
﹂
伊
藤
正
巳
編
﹃
放
送
制
度
︱
そ
の
現
状
と
展
望
︱
;
﹄︵
日
本
放
送
出
版
協
会
一
九
七
六
年
︶
18二
四
七
～
二
五
七
頁
参
照
。
︵
︶
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
電
話
の
説
明
で
用
い
ら
れ
る
、
①
ど
こ
で
も
、
②
誰
で
も
、
③
負
担
可
能
な
料
金
で
、
④
均
一
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
特
徴
が
念
19頭
に
あ
る
。
直
江
重
彦
﹃
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
論
﹄︵
放
送
大
学
教
育
振
興
会
二
〇
〇
〇
年
︶
三
二
九
頁
参
照
。
︵
︶﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄
一
〇
八
頁
。
20
︵
︶
以
下
で
は
、
放
送
衛
星
を
用
い
る
衛
星
放
送
を
Ｂ
Ｓ
放
送
と
し
、
通
信
衛
星
を
用
い
る
衛
星
放
送
を
Ｃ
Ｓ
放
送
と
す
る
。
な
お
、
総
務
省
も
当
初
は
同
様
に
称
し
て
21い
た
が
、
二
〇
〇
九
年
以
降
今
回
の
改
正
ま
で
一
一
〇
度
Ｃ
Ｓ
放
送
を
Ｂ
Ｓ
放
送
と
一
体
と
し
て
特
別
衛
星
放
送
と
し
、
そ
の
他
の
Ｃ
Ｓ
放
送
を
一
般
衛
星
放
送
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
旧
放
送
法
施
行
規
則
一
七
条
の
八
第
三
項
。
︵
︶
衛
星
放
送
受
信
料
が
課
さ
れ
た
放
送
。
22
︵
︶
セ
ン
ト
・
ギ
ガ
。
衛
星
デ
ジ
タ
ル
音
楽
放
送
株
式
会
社
に
よ
る
、
世
界
初
の
衛
星
デ
ジ
タ
ル
音
声
多
重
放
送
局
。
23
︵
︶﹃
放
送
の
公
共
性
﹄
一
八
頁
参
照
。
24
︵
︶
Ｂ
Ｓ
-
7
の
こ
と
。
Ｂ
Ｓ
-
7
は
先
発
機
と
後
発
機
に
分
か
れ
、
先
発
機
の
四
つ
の
中
継
器
で
は
当
時
Ｂ
Ｓ
-
5
で
放
送
さ
れ
て
い
た
四
つ
の
放
送
︵
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｊ
Ｓ
25
2
Ｂ
;
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
︶
を
継
承
し
て
い
る
。
︵
︶
本
答
申
に
先
立
つ
形
で
開
催
さ
れ
た
﹁
放
送
制
度
研
究
会
﹂
報
告
書
に
お
い
て
も
﹁
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
﹂
と
し
て
い
る
。﹃
衛
星
放
送
の
将
来
ビ
ジ
ョ
26ン
﹄
九
七
頁
。
ま
た
、
同
答
申
を
求
め
た
大
臣
の
諮
問
書
自
体
が
、
衛
星
放
送
を
将
来
の
﹁
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
﹂
と
し
て
い
る
。
同
三
八
頁
。
︵
︶
片
岡
前
掲
書
三
三
〇
～
三
四
一
頁
参
照
。
な
お
氏
は
こ
こ
で
基
幹
放
送
に
受
委
託
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
27
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
〇
一
︼
六
三
頁
は
、
同
答
申
で
は
Ｂ
Ｓ
放
送
と
Ｃ
Ｓ
放
送
の
差
異
の
小
さ
さ
か
ら
﹁
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
﹂
と
い
う
言
葉
が
無
く
な
っ
て
い
る
こ
と
28を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
同
答
申
の
前
提
と
な
っ
た
前
掲
Ｂ
Ｓ
-
後
発
機
検
討
会
報
告
書
は
、﹁
Ｂ
Ｓ
放
送
を
基
幹
的
放
送
メ
デ
ィ
ア
、
高
精
細
、
総
合
放
送
と
し
、
4
Ｃ
Ｓ
放
送
を
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
専
門
放
送
と
す
べ
き
﹂
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
︵
︶
Ｂ
Ｓ
放
送
に
受
委
託
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
批
判
的
な
見
解
と
し
て
、
片
岡
前
掲
書
三
四
一
頁
。
29
︵
︶
山
下
前
掲
書
七
五
～
七
六
頁
参
照
。
30
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︵
︶﹃
放
送
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
﹄
五
頁
。
31
︵
︶
同
五
頁
、
一
九
頁
。
32
︵
︶
同
一
八
頁
。
公
共
放
送
に
つ
い
て
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
も
の
に
、
浜
田
純
一
﹁
放
送
と
法
﹂﹃
岩
波
講
座
現
代
の
法
情
報
と
法
﹄︵
岩
波
書
店
一
九
九
33
10
七
年
︶
九
五
頁
。
︵
︶
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
懇
談
会
報
告
書
第
章
5
︵
7
︶
参
照
。
34
1
︵
︶
同
第
章
;
︵
;
︶
参
照
。
35
3
︵
︶
同
第
章
<
参
照
。
36
8
︵
︶
例
え
ば
、
一
九
九
六
年
の
二
一
世
紀
に
向
け
た
通
信
・
放
送
の
融
合
に
関
す
る
懇
談
会
の
場
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
念
頭
37に
置
い
て
い
る
の
は
地
上
放
送
で
あ
り
総
合
放
送
で
あ
る
。﹃
融
合
メ
デ
ィ
ア
新
時
代
﹄
二
五
七
頁
。
︵
︶
公
正
取
引
委
員
会
政
府
規
制
等
と
競
争
政
策
に
関
す
る
研
究
会
﹁
通
信
と
放
送
の
融
合
分
野
に
お
け
る
競
争
政
策
上
の
課
題
︵
中
間
報
告
︶﹂︵
二
〇
〇
一
年
︶
二
三
38頁
参
照
。
︵
︶
コ
ン
テ
ン
ツ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
分
類
は
既
に
、
二
一
世
紀
に
向
け
た
通
信
・
放
送
の
融
合
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書
に
お
い
て
も
用
39い
ら
れ
て
い
る
。﹃
融
合
メ
デ
ィ
ア
新
時
代
﹄
一
五
頁
。
︵
︶
前
掲
﹁
Ｉ
Ｔ
分
野
の
規
制
改
革
の
方
向
性
﹂
h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
a
n
te
i.g
o
.jp
/
jp
/
sin
g
i/
it2
/
d
a
i8
/
8
siry
o
u
1
.h
tm
l
40
︵
︶
㈳
民
放
連
﹁
Ｉ
Ｔ
関
連
規
制
改
革
専
門
調
査
会
報
告
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
﹂
h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
a
n
te
i.g
o
.jp
/
jp
/
sin
g
i/
it2
/
d
a
i9
/
9
siry
o
u
7
.h
tm
l
41
︵
︶
在
り
方
懇
か
ら
答
申
ま
で
の
数
年
間
の
経
緯
は
、
豊
島
基
暢
﹁
情
報
通
信
法
の
核
心
﹂︵
第
一
回
～
第
一
八
回
︶
日
経
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
42一
日
号
～
二
〇
〇
九
年
六
月
一
五
日
号
に
詳
し
い
。
︵
︶
岸
博
幸
﹁﹃
規
制
強
化
﹄
は
見
当
違
い
・
情
報
通
信
新
法
の
読
み
方
﹂
h
ttp
:/
/
w
w
w
3
4
.a
tw
ik
i.jp
/
m
a
d
m
a
x
_
2
0
0
7
/
a
r
c
h
iv
e
/
2
0
0
7
0
8
0
5
/
43
5
9
fa
8
1
8
5
4
7
5
f4
8
9
5
0
9
e
9
c5
0
d
0
3
0
5
a
2
5
f
︵
︶
在
り
方
懇
報
告
書
五
頁
。
44
︵
︶﹁
通
信
・
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
政
府
与
党
合
意
﹂︵
平
成
一
八
年
六
月
二
〇
日
︶。
45
︵
︶
㈳
民
放
連
﹁
通
信
・
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
提
出
資
料
﹂︵
二
〇
一
〇
年
三
月
二
二
日
︶。
46
︵
︶﹁
基
幹
メ
デ
ィ
ア
﹂
と
﹁
基
幹
放
送
﹂
と
二
つ
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
資
料
を
見
る
限
り
両
者
の
違
い
は
見
当
た
ら
な
い
。
47
︵
︶
注
︵
︶
参
照
。
な
お
、
㈳
民
放
連
﹁
総
務
省
﹁
通
信
・
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
﹂
報
告
書
案
に
つ
い
て
﹂︵
平
成
一
八
年
六
月
二
日
︶
は
、
こ
の
点
に
つ
48
41
い
て
﹁
基
幹
放
送
た
る
地
上
放
送
に
つ
い
て
﹁
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
原
則
﹂
を
堅
持
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
﹂
と
し
て
い
る
。
︵
︶
こ
の
よ
う
に
規
律
に
差
を
設
け
る
こ
と
は
、
放
送
政
策
懇
談
会
の
考
え
と
同
じ
で
あ
る
が
、
放
送
政
策
懇
談
会
が
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
多
元
的
な
要
素
を
考
49え
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
﹁
特
別
な
社
会
的
影
響
力
﹂
に
限
定
し
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄
五
一
頁
。
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︵
︶
法
体
系
研
究
会
報
告
三
二
頁
に
レ
イ
ヤ
ー
を
超
え
た
垂
直
型
連
携
・
統
合
の
記
述
は
あ
る
が
、
仮
に
こ
れ
で
地
上
放
送
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
が
実
質
的
に
実
現
50で
き
る
趣
旨
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
㈳
民
放
連
の
主
張
趣
旨
と
は
ず
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
注
︵
︶
参
照
。
48
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
六
一
～
六
二
頁
は
、
通
信
と
放
送
の
融
合
に
対
す
る
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
し
て
い
る
。
51
︵
︶
法
体
系
研
究
会
報
告
書
一
七
頁
。
52
︵
︶
山
田
前
掲
書
、
白
石
前
掲
書
等
参
照
。
53
︵
︶
㈳
民
放
連
も
、﹁
規
制
対
象
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
に
広
が
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
事
業
者
だ
け
で
な
く
一
般
の
個
人
や
企
業
も
情
報
の
発
信
責
任
を
問
わ
54れ
る
よ
う
に
な
る
。﹂
と
批
判
し
て
い
る
。
㈳
日
本
民
間
放
送
連
盟
﹁﹃
通
信
・
放
送
の
総
合
的
な
法
体
系
に
関
す
る
研
究
会
﹄
最
終
報
告
書
に
対
す
る
民
放
連
会
長
コ
メ
ン
ト
﹂︵
二
〇
〇
七
年
一
二
月
六
日
︶
参
照
。
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
六
一
頁
。
55
︵
︶
電
気
通
信
事
業
者
法
六
条
︵
利
用
の
公
平
︶、
同
七
条
︵
基
礎
的
電
気
通
信
役
務
の
利
用
︶、
同
二
五
条
︵
提
供
義
務
︶
等
参
照
。
56
︵
︶
こ
こ
で
用
い
た
﹁
受
信
﹂﹁
送
信
﹂
は
世
界
人
権
宣
言
第
一
九
条
の
N
re
ce
iv
e
a
n
d
im
p
a
rt
in
fo
rm
a
tio
n
a
n
d
id
e
a
s
th
ro
u
g
h
a
n
y
m
e
d
ia
”
の
N
re
ce
iv
e︵
受
け
57る
︶
”
N
im
p
a
rt︵
伝
え
る
︶
”
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
h
ttp
:/
/
w
w
w
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.g
o
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/
p
o
licy
/
h
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a
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n
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e
rs_
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︵
︶
い
わ
ゆ
る
専
門
放
送
で
あ
っ
て
も
報
道
番
組
専
門
放
送
に
つ
い
て
は
、﹁
基
本
的
情
報
﹂
を
提
供
す
る
た
め
に
、
総
合
放
送
に
入
れ
る
べ
き
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
こ
58れ
は
地
上
放
送
に
限
っ
た
議
論
と
理
解
し
た
い
。
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
一
七
四
頁
注
︵
︶
参
照
。
24
︵
︶
地
上
放
送
デ
ジ
タ
ル
化
以
降
は
、
多
重
放
送
自
体
が
無
く
な
っ
て
お
り
、
既
に
今
日
で
は
議
論
す
る
意
義
が
無
く
な
っ
て
い
る
。
59
︵
︶
前
掲
一
九
九
三
年
電
監
審
答
申
参
照
。
60
︵
︶
法
体
系
研
究
会
報
告
書
一
九
頁
。
61
︵
︶
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
論
議
の
中
で
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
意
義
に
な
る
。
実
際
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
は
、
こ
の
三
つ
の
要
素
す
べ
て
を
内
在
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
62
︵
︶
注
︵
︶
参
照
。
同
旨
長
谷
部
恭
男
﹁
放
送
事
業
の
展
望
と
制
度
改
革
﹂
月
刊
民
放
二
〇
〇
五
年
一
一
月
号
五
～
六
頁
参
照
。
63
10
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
一
〇
〇
頁
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
﹁
基
幹
的
放
送
﹂
の
関
係
と
し
て
、
①
受
信
料
、
②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
責
務
、
③
64有
線
テ
レ
ビ
に
よ
る
再
送
信
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。
︵
︶
こ
こ
で
﹁
道
具
概
念
﹂
は
、
事
実
が
そ
の
概
念
に
あ
て
は
ま
る
と
直
ぐ
に
答
え
が
出
る
も
の
、﹁
説
明
概
念
﹂
は
あ
る
状
態
を
説
明
す
る
に
止
ま
る
も
の
、
の
意
味
で
65用
い
て
い
る
。
︵
︶﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄
八
三
頁
。
66
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
一
六
五
頁
、
同
一
七
五
頁
注
︵
︶。
67
24
︵
︶
㈳
民
放
連
﹁﹃
電
波
利
用
料
制
度
に
関
す
る
専
門
調
査
会
﹄
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
資
料
参
考
<
：
民
放
連
意
見
の
要
旨
﹂︵
二
〇
一
〇
年
︶
h
ttp
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w
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u
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68
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︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
一
六
九
～
一
七
〇
頁
参
照
。
69
三
新
放
送
法
に
お
け
る
﹁
基
幹
放
送
﹂
総
務
省
は
、
法
体
系
研
究
会
報
告
書
を
受
け
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、
今
度
は
情
報
通
信
審
議
会
へ
﹁
通
信
・
放
送
の
総
合
的
な
法
体
系
の
在
り
方
﹂
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。
同
審
議
会
は
﹁
通
信
放
送
の
総
合
的
な
法
体
系
に
関
す
る
検
討
委
員
会
﹂
に
審
議
を
委
ね
、
同
委
員
会
は
中
間
論
点
(
)
整
理
の
発
表
を
経
て
翌
二
〇
〇
九
年
八
月
答
申
案
を
と
り
ま
と
め
、
そ
れ
が
同
審
議
会
の
答
申
︵
以
下
﹁
答
申
﹂
1
と
い
う
︶
と
な
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
答
申
は
、
い
く
つ
も
の
点
で
法
体
系
研
究
会
報
告
書
の
内
容
を
大
き
く
変
え
、
現
在
の
新
放
送
法
の
骨
格
と
な
る
内
容
と
な
(
)
っ
た
。
2
本
章
で
は
、
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
に
関
連
す
る
部
分
を
、
答
申
の
考
え
を
確
認
し
な
が
ら
概
観
す
る
。

﹁
放
送
﹂
概
念
の
拡
大
答
申
は
、
法
体
系
研
究
会
報
告
書
に
あ
っ
た
﹁
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
﹂
の
対
象
範
囲
に
関
し
て
は
、
大
き
な
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
従
来
の
放
送
関
連
(
)
四
法
に
よ
る
広
義
﹁
(
)
放
送
﹂
の
範
囲
に
止
め
て
い
る
。
同
時
に
用
3
4
語
も
﹁
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
﹂
に
代
え
て
広
義
﹁
放
送
﹂
の
意
味
で
﹁
放
送
﹂
を
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
新
放
送
法
は
二
条
一
項
一
号
の
﹁
放
送
﹂
の
定
義
を
、﹁
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
︵
括
弧
内
略
︶
の
送
信
︵
括
弧
内
略
︶
﹂
と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
﹁
放
送
﹂
の
中
に
は
無
線
系
も
有
線
系
も
含
ま
れ
、
無
線
系
も
放
送
用
周
波
数
に
限
ら
ず
通
信
用
周
波
数
を
用
い
た
も
の
も
、
ま
た
有
線
系
も
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
の
よ
う
に
放
送
に
特
化
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
通
信
事
業
者
の
設
備
を
用
い
た
も
の
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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﹁
基
幹
放
送
﹂
概
念
の
導
入
他
方
で
、
新
放
送
法
は
﹁
放
送
﹂
を
﹁
基
幹
放
送
﹂
と
そ
れ
以
外
の
放
送
で
あ
る
﹁
一
般
放
送
﹂
に
分
け
、﹁
基
幹
放
送
﹂
を
﹁
電
波
法
︵
略
︶
の
規
定
に
よ
り
放
送
を
す
る
無
線
局
に
専
ら
又
は
優
先
的
に
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
放
送
﹂︵
同
項
二
号
︶
、﹁
一
般
放
送
﹂
を
﹁
基
幹
放
送
以
外
の
放
送
﹂︵
同
項
三
号
︶
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
初
め
て
制
定
法
上
の
概
念
と
し
て
﹁
基
幹
放
送
﹂
が
誕
生
す
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
誕
生
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
答
申
の
内
容
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
考
察
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
答
申
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
放
送
普
及
基
本
(
)
計
画
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
そ
の
意
5
義
・
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。
答
申
の
関
連
部
分
か
ら
筆
者
な
り
に
そ
の
趣
旨
を
ま
と
め
る
と
﹁
放
送
の
メ
リ
ッ
ト
を
広
く
国
民
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
制
度
的
に
確
保
す
べ
き
放
送
の
機
能
・
役
割
と
、
放
送
と
し
て
有
用
な
周
波
数
の
利
用
の
公
平
、
そ
れ
に
よ
る
番
組
編
集
の
中
立
性
の
確
保
の
必
要
性
を
踏
ま
え
て
、
枠
組
み
と
し
て
の
放
送
普
及
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
(
)
あ
る
。﹂
と
な
る
。
6ま
た
、
こ
の
﹁
制
度
的
に
確
保
す
べ
き
放
送
の
機
能
・
役
割
﹂
と
し
て
は
、
全
国
的
及
び
地
域
的
に
、
多
様
な
方
法
で
、
民
主
主
義
の
健
全
な
発
達
、
基
本
的
情
報
の
共
有
の
促
進
︵
傍
線
筆
者
︶
と
い
っ
た
①
﹁
現
代
社
会
の
基
盤
を
形
成
す
る
役
割
﹂、
②
﹁
教
養
・
教
育
水
準
の
向
上
、
娯
楽
の
提
供
と
い
っ
た
役
割
﹂、
③
﹁
専
門
情
報
の
提
供
と
い
っ
た
国
民
の
情
報
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に
応
じ
た
役
割
﹂
の
ほ
か
、
難
視
聴
解
消
、
地
域
間
格
差
の
是
正
等
を
指
摘
し
て
(
)
い
る
が
、
こ
こ
で
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
で
用
い
ら
れ
て
き
7
た
﹁
基
本
的
情
報
の
共
有
﹂
が
放
送
の
機
能
・
役
割
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
答
申
は
、
こ
の
放
送
普
及
基
本
計
画
を
中
核
に
置
き
、
そ
の
対
象
と
な
る
放
送
を
基
準
に
番
組
規
律
及
び
参
入
手
続
等
の
規
律
の
体
系
を
構
築
し
、﹁
放
送
普
及
基
本
計
画
の
対
象
と
な
る
放
送
﹂
を
典
型
的
な
﹁
放
送
﹂
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
れ
が
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
と
し
て
定
義
さ
れ
た
も
の
に
当
た
る
。
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と
こ
ろ
で
、
旧
放
送
法
は
﹁
放
送
﹂
を
﹁
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
無
線
通
信
の
送
信
を
い
う
。﹂︵
二
条
一
項
一
号
︶
と
定
め
、
ま
た
電
波
法
は
﹁
放
送
を
す
る
無
線
局
に
係
る
周
波
数
﹂
を
﹁
放
送
用
周
波
数
﹂
と
し
て
周
波
数
割
当
計
画
に
定
め
て
き
た
︵
旧
電
波
法
二
六
条
二
項
︶
。
こ
の
﹁
放
送
用
周
波
数
﹂
は
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
定
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
﹁
放
送
を
す
る
無
線
局
に
専
ら
又
は
優
先
的
に
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
周
波
数
﹂
と
同
義
と
み
な
し
得
る
の
で
、
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
は
﹁
放
送
﹂
か
ら
①
有
線
を
除
き
、
②
無
線
の
中
で
も
通
信
用
の
周
波
数
を
使
用
す
る
Ｃ
Ｓ
(
)
放
送
を
除
い
た
も
の
と
8
な
り
、
規
定
の
仕
方
こ
そ
違
う
が
そ
の
範
囲
は
旧
放
送
法
の
﹁
放
送
﹂
と
同
じ
に
な
っ
て
く
る
。
従
っ
て
、
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
中
に
、
旧
放
送
法
時
代
に
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
さ
れ
た
も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
後
述
︵
7
︶
の
よ
う
に
、
広
い
概
念
と
な
っ
た
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
中
で
も
参
入
手
続
き
や
番
組
規
律
な
ど
の
取
扱
い
に
差
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
新
放
送
法
に
お
い
て
も
、
典
型
的
な
﹁
基
幹
放
送
﹂
と
形
を
変
え
た
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

﹁
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
﹂
関
連
規
定
の
整
備
前
述
の
よ
う
に
、
答
申
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
た
﹁
放
送
普
及
基
本
計
画
﹂
を
新
放
送
法
に
お
い
て
は
﹁
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
﹂
と
名
称
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
位
置
も
第
一
章
の
総
則
︵
二
条
の
二
の
一
︶
か
ら
﹁
第
五
章
基
幹
放
送
﹂
の
第
一
節
通
則
に
﹁
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
﹂
と
し
て
二
条
に
分
け
て
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧
放
送
法
に
お
い
て
は
、
放
送
普
及
基
本
計
画
を
大
臣
が
定
め
る
こ
と
︵
旧
放
送
法
二
条
の
二
第
一
項
～
五
項
︶
と
、
放
送
事
業
者
が
﹁
放
送
が
あ
ま
ね
く
受
信
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
﹂
責
務
︵
同
条
六
項
︶
を
一
条
で
規
定
し
て
い
た
も
の
を
、
新
放
送
法
で
は
そ
れ
ぞ
れ
九
一
条
︵
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
︶
、
九
二
条
︵
基
幹
放
送
の
受
信
に
係
る
事
業
者
の
責
務
︶
に
別
個
に
規
定
し
て
い
る
。
答
申
に
﹁
制
度
的
に
確
保
す
べ
き
機
能
・
役
割
﹂
と
言
う
表
現
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
、
放
送
法
と
い
う
制
度
に
よ
っ
て
放
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送
の
機
能
・
役
割
が
確
保
さ
れ
て
初
め
て
、﹁
基
幹
放
送
﹂
が
国
民
に
と
っ
て
利
便
を
も
た
ら
す
も
の
に
な
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
そ
の
前
提
の
う
え
で
、
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
に
よ
っ
て
﹁
基
幹
放
送
﹂
を
遍
く
普
及
さ
せ
る
と
い
う
政
策
目
的
と
政
策
手
段
を
定
め
、
い
わ
ば
国
の
責
務
と
し
て
放
送
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
大
臣
に
宣
言
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
す
べ
て
が
放
送
政
策
懇
談
会
等
が
示
唆
す
る
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
性
格
を
有
す
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
別
途
検
討
が
必
要
に
な
る
︵
第
五
章
参
照
︶
。

﹁
基
幹
放
送
﹂
に
対
す
る
番
組
規
律
答
申
は
、﹁
基
幹
放
送
﹂
に
対
す
る
番
組
規
律
に
つ
い
て
は
、﹁
一
般
放
送
﹂
に
も
適
用
さ
れ
る
番
組
規
律
に
加
え
、﹁
基
幹
放
送
﹂
の
み
を
対
象
と
す
る
い
く
つ
か
の
番
組
規
律
を
加
え
て
い
る
。
し
か
も
、
更
に
で
放
送
普
及
基
本
計
画
に
関
し
て
述
べ
た
、
①
②
の
2
役
割
を
担
う
総
合
放
送
と
③
の
役
割
を
担
う
専
門
放
(
)
送
等
に
分
け
、
前
者
に
は
調
和
原
則
、
災
害
放
送
等
現
在
の
番
組
規
律
を
す
べ
て
9
維
持
す
る
と
し
、
後
者
に
は
規
律
を
緩
和
す
る
観
点
か
ら
番
組
規
律
を
見
直
す
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、﹁
基
幹
放
送
﹂
の
中
に
よ
り
典
型
的
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
点
を
新
放
送
法
で
具
体
的
に
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、
旧
放
送
法
に
お
い
て
﹁
第
一
章
の
二
放
送
番
組
の
編
集
等
に
関
す
る
通
則
﹂
と
し
て
規
定
し
て
い
た
も
の
の
う
ち
一
定
の
(
)
も
の
を
﹁
第
二
章
放
送
番
組
の
編
集
等
に
関
す
る
通
則
﹂
に
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
10
す
べ
て
の
放
送
事
業
者
に
対
す
る
規
律
と
し
た
う
え
で
、﹁
基
幹
放
送
﹂
に
つ
い
て
は
更
に
、﹁
第
五
章
基
幹
放
送
﹂
の
章
に
番
組
調
和
原
則
を
含
む
﹁
国
内
基
幹
放
送
等
の
放
送
番
組
の
編
集
等
﹂︵
旧
三
条
の
二
第
二
項
、
三
項
、
新
一
〇
六
条
、
一
〇
七
条
︶
、﹁
災
害
の
場
合
の
放
送
﹂︵
旧
六
条
の
二
、
新
一
〇
八
条
︶
、﹁
学
校
向
け
放
送
に
お
け
る
広
告
の
制
限
﹂︵
旧
五
条
の
二
、
新
一
〇
九
条
︶
、﹁
放
送
番
組
の
供
給
に
関
す
る
協
定
の
制
限
﹂︵
旧
五
条
の
三
、
新
一
一
〇
条
︶
の
規
定
を
適
用
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
番
組
調
和
原
則
に
つ
い
て
は
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
中
で
も
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
だ
け
に
か
か
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
調
和
原
則
に
関
し
て
は
、﹁
特
別
『基幹放送』概念の今日的意義（須田和博）
145
な
事
業
計
画
に
よ
る
も
の
を
除
く
﹂
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
専
門
放
送
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
番
組
調
和
原
則
に
つ
い
て
は
後
述
︵
第
五
章
︶
す
る
よ
う
に
、﹁
基
幹
放
送
﹂
の
う
ち
衛
星
放
送
の
大
半
は
適
用
が
は
ず
れ
、
ま
た
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
も
原
則
と
し
て
適
用
外
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、﹁
基
幹
放
送
﹂
以
外
に
も
適
用
さ
れ
る
番
組
基
準
の
制
定
︵
旧
三
条
の
三
、
新
五
条
︶
、
放
送
番
組
審
議
機
関
の
設
置
等
︵
旧
三
条
の
四
、
五
一
条
、
新
六
条
、
七
条
︶
、
放
送
番
組
の
保
存
義
務
︵
旧
五
条
、
新
一
〇
条
︶
に
つ
い
て
は
、﹁
経
済
市
況
、
自
然
現
象
及
び
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
時
事
に
関
す
る
事
項
︵
略
︶
の
み
を
放
送
事
項
と
す
る
放
送
﹂
又
は
臨
時
的
な
放
送
等
は
省
令
又
は
政
令
に
よ
り
規
律
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
︵
旧
三
条
の
五
、
新
八
条
、
一
〇
条
︶
。

﹁
基
幹
放
送
﹂
の
参
入
手
続
き
新
放
送
法
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
分
離
を
意
味
す
る
受
委
託
制
度
を
原
則
と
し
て
い
る
た
め
に
﹁
基
幹
放
送
﹂
に
つ
い
て
も
参
入
手
続
き
は
﹁
認
定
﹂
を
基
本
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
基
幹
放
送
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
九
三
条
一
項
に
﹁
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
、
こ
の
認
定
を
受
け
た
も
の
が
﹁
認
定
基
幹
放
送
事
業
者
﹂︵
二
条
一
項
二
一
号
︶
と
な
る
。
こ
の
点
、
答
申
は
そ
の
理
由
を
、﹁
一
定
の
機
能
・
役
割
を
担
う
こ
と
を
確
保
し
、
放
送
用
と
し
て
確
保
し
た
限
ら
れ
た
周
波
数
を
占
用
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
﹂
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
放
送
法
は
、﹁
基
幹
放
送
﹂
の
認
定
に
際
し
、
引
き
続
き
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
(
)
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
11
る
が
、
こ
れ
ま
で
旧
電
波
法
七
条
二
項
四
号
に
基
づ
く
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
を
新
放
送
法
で
は
九
三
条
に
集
中
排
除
原
則
の
根
拠
規
定
︵
同
一
項
四
号
︶
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
集
中
排
除
原
則
の
適
用
に
関
し
て
、﹁
基
幹
放
送
﹂
の
中
で
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
、
衛
星
放
送
で
そ
の
取
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
点
は
後
述
︵
第
五
章
︶
す
る
。
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
﹁
基
幹
放
送
﹂
に
対
す
る
特
別
取
扱
い
﹁
基
幹
放
送
﹂
に
対
す
る
特
別
取
扱
い
と
し
て
、
新
放
送
法
制
定
の
経
緯
と
し
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
、
地
上
放
送
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
に
関
し
て
は
、

に
よ
る
参
入
手
続
き
の
例
外
と
し
て
従
前
の
無
線
局
免
許
手
続
き
に
よ
る
こ
と
も
認
め
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
こ
れ
ま
で
の
免
許
手
続
き
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
り
電
波
法
七
条
を
根
拠
規
定
と
し
つ
つ
﹁
認
定
﹂
の
審
査
基
準
が
引
用
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
(
)
な
る
︵
同
条
二
項
四
号
︶
。
12
ま
た
、﹁
基
幹
放
送
﹂
の
う
ち
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
つ
い
て
の
特
別
取
扱
い
と
し
て
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
よ
る
義
務
再
送
信
の
規
定
が
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
新
放
送
法
に
お
い
て
も
同
様
な
規
定
を
設
け
て
い
る
︵
新
一
四
〇
条
︶
。
外
資
制
限
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
特
別
取
扱
い
と
言
う
の
か
と
い
う
問
題
は
あ
(
)
る
が
、﹁
基
幹
放
送
﹂
に
対
し
て
は
外
資
制
限
は
旧
放
13
送
法
の
規
定
を
引
き
継
い
で
お
り
、
地
上
放
送
に
対
し
て
は
、
直
接
支
配
だ
け
で
な
く
間
接
支
配
に
つ
い
て
も
制
限
し
て
い
る
︵
新
九
三
条
一
項
六
号
︶

新
放
送
法
の
意
義
と
問
題
点
以
上
、
新
放
送
法
に
お
け
る
﹁
基
幹
放
送
﹂
関
連
の
部
分
を
み
て
き
た
が
、
旧
放
送
法
制
定
時
の
経
緯
も
(
)
あ
り
、
こ
れ
ま
で
法
律
上
14
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た
も
の
が
、
新
放
送
法
の
制
定
に
よ
っ
て
体
系
と
し
て
明
確
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
特
に
次
の
点
で
あ
る
。
第
一
に
、﹁
基
幹
放
送
﹂
の
定
義
に
よ
っ
て
、
電
波
利
用
の
公
平
と
い
う
基
本
原
則
の
例
外
的
取
扱
い
に
な
る
放
送
用
周
波
数
の
排
他
的
、
優
先
的
な
使
用
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
扱
い
を
す
る
目
的
が
放
送
と
い
う
利
便
を
広
く
国
民
に
享
受
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
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﹁
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
﹂
と
﹁
あ
ま
ね
く
受
信
の
た
め
の
努
力
義
務
﹂
規
定
の
整
備
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
こ
の
目
的
確
保
の
た
め
に
、
一
部
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
に
対
し
て
は
旧
放
送
法
と
同
様
に
、
番
組
準
則
に
加
え
て
番
組
調
和
原
則
、
災
害
放
送
義
務
等
も
適
用
し
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
更
に
一
部
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
に
対
し
て
は
集
中
排
除
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
を
関
連
規
定
の
整
備
と
併
せ
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
源
の
多
元
性
の
た
め
の
﹁
外
部
的
多
(
)
元
性
﹂
の
確
保
と
電
波
利
用
の
公
平
に
対
す
る
立
法
者
の
意
思
を
明
確
に
し
15
て
い
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
に
、
新
放
送
法
が
、
旧
放
送
法
で
は
分
か
り
に
く
か
っ
た
点
を
明
確
に
し
、
全
体
を
体
系
的
に
整
理
し
直
し
た
点
は
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
新
放
送
法
に
つ
い
て
も
未
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
既
に
批
判
さ
れ
て
い
る
﹁
放
送
﹂
の
外
延
に
係
る
問
題
が
あ
る
。﹁
放
送
﹂
の
定
義
を
、
無
線
通
信
と
有
線
通
信
の
上
位
概
念
で
あ
る
﹁
電
気
通
信
﹂
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
概
念
の
統
合
を
図
る
こ
と
に
一
見
無
理
は
な
い
よ
う
に
見
(
)
え
る
。
し
か
し
、
16
﹁
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
﹂
と
い
う
部
分
は
旧
放
送
法
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
通
信
と
放
送
の
境
界
領
域
に
関
す
る
議
論
は
特
段
進
展
し
て
い
な
い
。
し
か
も
﹁
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
﹂
と
い
う
、
無
線
の
場
合
に
は
違
和
感
が
無
か
っ
た
言
葉
が
、
有
線
電
気
通
信
に
つ
い
て
は
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
難
い
面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
は
通
信
だ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｉ
Ｐ
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
放
送
は
新
放
送
法
の
﹁
放
送
﹂
だ
と
す
る
政
府
(
)
答
弁17
が
分
か
り
に
く
い
と
批
判
さ
れ
て
(
)
い
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
18
第
二
に
、
こ
の
よ
う
に
大
括
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
律
の
根
拠
に
関
す
る
問
題
も
生
じ
る
。
有
線
、
無
線
を
問
わ
ず
﹁
電
気
通
信
﹂
で
括
っ
た
た
め
に
放
送
の
規
律
の
根
拠
と
し
て
の
電
波
の
有
限
希
少
性
は
﹁
一
般
放
送
﹂
に
は
使
(
)
え
ず
、
電
波
の
有
限
希
少
性
以
19
外
に
、﹁
放
送
﹂
に
対
す
る
規
律
の
根
拠
を
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
仮
に
、
答
申
の
よ
う
に
そ
れ
を
社
会
的
影
響
力
に
求
め
る
と
す
る
と
、﹁
社
会
的
影
響
力
﹂
と
は
何
か
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
説
明
が
必
要
と
な
ろ
う
。
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第
三
に
、
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
内
包
の
問
題
が
あ
る
。
旧
放
送
法
時
代
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
で
問
題
に
な
っ
た
多
重
放
送
や
衛
星
放
送
、
専
門
放
送
や
有
料
放
送
も
放
送
用
周
波
数
を
使
用
す
る
た
め
法
律
上
は
﹁
基
幹
放
送
﹂
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
じ
﹁
基
幹
放
送
﹂
で
あ
る
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
と
は
い
く
つ
も
の
点
で
規
律
の
取
扱
い
を
異
に
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
規
律
が
本
来
適
用
さ
れ
る
べ
き
典
型
的
な
﹁
基
幹
放
送
﹂
と
は
何
か
、
ま
た
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
問
題
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
旧
放
送
法
時
代
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
は
、
新
放
送
法
に
お
い
て
も
引
き
続
き
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
り
、
第
三
の
論
点
に
絞
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、﹃
基
幹
放
送
﹄
に
対
す
る
規
律
を
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
放
送
用
周
波
数
と
の
関
係
に
触
れ
ざ
る
を
得
ず
、
以
下
、
第
二
の
点
も
含
め
、
放
送
用
周
波
数
の
意
義
と
特
殊
性
︵
第
四
章
︶
の
再
考
を
踏
ま
え
、﹃
基
幹
放
送
﹄
の
今
日
的
意
義
︵
第
五
章
︶
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
︵
︶﹁
通
信
・
放
送
の
総
合
的
な
法
体
系
に
つ
い
て
︵
中
間
論
点
整
理
︶﹂︵
以
下
﹁
中
間
論
点
整
理
﹂
と
い
う
︶
は
、﹁
国
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
基
本
的
な
情
報
の
提
供
1と
い
う
公
共
的
な
役
割
を
担
う
基
幹
的
な
放
送
﹂
と
﹁
娯
楽
等
に
特
化
し
た
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
で
﹂
を
区
別
し
て
お
り
、﹃
基
幹
放
送
﹄
か
ら
専
門
放
送
を
除
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
間
論
点
整
理
一
二
頁
。
︵
︶
答
申
一
一
～
一
七
頁
。
2
︵
︶
旧
放
送
法
、
有
線
ラ
ジ
オ
放
送
業
務
の
運
用
の
規
制
に
関
す
る
法
律
︵
昭
和
二
六
年
法
律
第
一
三
五
号
。
以
下
﹁
有
ラ
ジ
法
﹂
と
い
う
︶、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
3法
︵
昭
和
四
七
年
法
律
第
一
一
四
号
。
以
下
﹁
有
テ
レ
法
﹂
と
い
う
︶、
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送
法
︵
平
成
一
三
年
法
律
第
八
五
号
。
以
下
﹁
役
務
利
用
放
送
法
﹂
と
い
う
︶。
︵
︶
旧
放
送
法
時
代
は
、
放
送
法
で
定
義
さ
れ
て
い
る
﹁
放
送
﹂
を
狭
義
﹁
放
送
﹂
他
の
放
送
関
係
三
法
に
基
づ
く
も
の
を
含
め
た
も
の
を
広
義
﹁
放
送
﹂
と
す
る
こ
と
4が
一
般
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
︵
︶
新
放
送
法
で
は
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
︵
旧
二
条
の
二
。
新
九
一
条
、
九
二
条
︶
と
な
る
。
5
︵
︶
答
申
一
二
頁
。
6
︵
︶
同
一
二
頁
。
7
︵
︶
今
回
の
改
正
で
﹁
放
送
を
す
る
無
線
局
に
係
る
周
波
数
﹂
の
中
に
﹁
専
ら
又
は
優
先
的
に
割
り
当
て
る
周
波
数
﹂
と
﹁︵
そ
れ
︶
以
外
の
も
の
﹂
と
い
う
区
分
を
設
け
8た
︵
新
電
波
法
二
六
条
二
項
五
号
︶。
一
一
〇
度
衛
星
を
用
い
た
Ｃ
Ｓ
放
送
は
後
者
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
の
Ｃ
Ｓ
放
送
は
通
信
用
周
波
数
を
用
い
る
こ
と
に
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な
る
。
︵
︶
こ
こ
で
は
分
か
り
や
す
く
総
合
放
送
と
専
門
放
送
と
し
て
い
る
が
、
答
申
で
は
前
者
が
﹁﹃
現
代
社
会
の
基
盤
を
形
成
す
る
役
割
﹄﹃
教
養
・
教
育
水
準
の
向
上
﹄﹃
娯
9楽
の
提
供
﹄
を
中
心
と
し
た
機
能
・
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
放
送
﹂、
後
者
が
﹁﹃
現
代
社
会
の
基
盤
を
形
成
す
る
役
割
﹄
等
を
担
う
こ
と
は
事
業
者
の
任
意
に
委
ね
、﹃
専
門
的
情
報
の
提
供
﹄
を
中
心
と
し
た
機
能
・
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
放
送
や
、
そ
の
放
送
メ
デ
ィ
ア
全
体
で
多
様
な
放
送
番
組
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
放
送
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
答
申
一
五
頁
参
照
。
︵
︶﹁
放
送
番
組
編
集
の
自
由
﹂︵
旧
三
条
、
新
三
条
︶、﹁
番
組
準
則
﹂︵
旧
三
条
の
二
第
一
項
、
新
四
条
︶、﹁
番
組
基
準
﹂︵
旧
三
条
の
三
、
新
五
条
︶、﹁
訂
正
放
送
等
﹂
10︵
旧
四
条
、
新
九
条
︶、﹁
放
送
番
組
審
議
機
関
﹂︵
旧
三
条
の
四
、
新
六
条
︶、﹁
番
組
基
準
等
の
規
定
の
適
用
除
外
﹂︵
旧
三
条
の
五
、
新
八
条
︶、﹁
放
送
番
組
の
保
存
﹂
︵
旧
五
条
、
新
一
〇
条
︶、﹁
再
放
送
﹂︵
旧
六
条
、
新
一
一
条
︶。
︵
︶
原
則
と
し
て
一
の
者
は
複
数
の
放
送
事
業
者
を
﹁
支
配
﹂
で
き
な
い
と
す
る
規
制
。
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
一
九
九
～
二
三
九
頁
参
照
。
11
︵
︶
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
分
離
し
た
地
上
放
送
に
つ
い
て
は
土
肥
公
仁
﹁
公
共
性
の
呪
縛
を
解
い
た
﹂
日
経
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
二
〇
一
一
年
九
月
五
日
号
参
照
。
12
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
一
七
〇
頁
参
照
。
13
︵
︶
旧
放
送
法
制
定
時
は
、
独
立
行
政
委
員
会
と
し
て
の
電
波
監
理
委
員
会
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
強
い
立
法
権
限
を
与
え
て
い
た
た
め
に
、
法
律
に
よ
14る
行
政
の
徹
底
と
い
う
趣
旨
に
応
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
塩
野
前
掲
書
六
八
～
七
二
頁
参
照
。
︵
︶
本
稿
で
は
、
放
送
の
多
元
性
に
関
し
、
一
の
放
送
事
業
体
に
お
け
る
多
元
性
を
﹁
内
部
的
多
元
性
﹂、
複
数
事
業
者
に
よ
る
放
送
全
体
の
多
元
性
を
﹁
外
部
的
多
元
15性
﹂
と
し
て
用
い
る
。
塩
野
前
掲
書
三
五
三
～
三
五
九
頁
参
照
。
︵
︶
岡
崎
俊
一
﹁
放
送
概
念
の
再
構
成
と
通
信
・
放
送
法
制
の
融
合
﹂
岡
崎
俊
一
・
多
賀
谷
一
照
著
﹃
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
情
報
通
信
法
制
﹄︵
第
一
法
規
一
九
九
八
16年
︶
二
九
二
頁
は
、
通
信
・
放
送
法
制
の
融
合
に
関
し
、
一
つ
の
事
象
が
複
数
の
法
制
度
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
、
統
一
的
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
法
制
技
術
的
に
む
し
ろ
分
か
り
や
す
い
場
合
が
あ
る
と
し
、
改
正
前
の
法
秩
序
の
変
更
を
最
小
化
す
る
と
い
う
日
本
の
謙
抑
的
立
法
態
度
を
説
明
し
て
い
る
。
︵
︶
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
総
務
委
員
会
二
〇
一
〇
年
五
月
二
五
日
に
お
け
る
内
藤
副
大
臣
答
弁
。
Ｉ
Ｐ
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
に
つ
い
17て
は
同
一
一
月
二
五
日
に
お
け
る
平
岡
副
大
臣
の
答
弁
。
︵
︶
山
田
前
掲
書
八
五
頁
。
18
︵
︶
通
信
用
の
周
波
数
を
用
い
る
場
合
は
、
放
送
用
周
波
数
と
異
な
り
、
理
念
的
に
は
誰
で
も
が
利
用
で
き
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
た
め
、
電
波
の
有
限
希
少
性
に
な
じ
19ま
な
い
。
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四
放
送
用
周
波
数
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
放
送
法
は
放
送
用
周
波
数
に
着
目
し
て
﹁
基
幹
放
送
﹂
を
定
義
し
、
放
送
用
周
波
数
の
割
当
を
中
心
と
す
る
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
を
そ
の
基
本
的
枠
組
み
と
し
、
必
要
な
規
律
を
含
め
﹁
基
幹
放
送
﹂
を
一
つ
の
制
度
的
体
系
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
規
律
の
根
拠
と
し
て
も
、
新
放
送
法
は
、
規
律
の
根
拠
を
社
会
的
影
響
力
に
の
み
に
(
)
求
め
た
法
体
系
研
究
会
の
考
え
方
は
採
1
ら
ず
、
無
線
の
場
合
は
電
波
の
有
限
希
少
性
も
規
律
の
根
拠
と
す
る
答
申
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。
旧
放
送
法
時
代
も
、
電
波
の
有
限
希
少
性
と
社
会
的
影
(
)
響
力
を
放
送
に
対
す
る
規
律
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
(
)
っ
た
。
特
2
3
に
当
初
の
学
説
は
新
聞
等
と
異
な
る
放
送
の
特
殊
性
に
着
目
し
、
電
波
の
有
限
希
少
性
を
第
一
の
根
拠
に
し
、
む
し
ろ
社
会
的
影
響
力
は
補
完
的
に
用
い
て
(
)
い
た
。
し
か
し
、
有
線
放
送
が
(
)
登
場
し
、
ま
た
衛
星
放
送
に
よ
る
多
数
の
専
門
放
送
が
活
躍
す
る
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
4
5
時
代
と
な
り
、
電
波
の
有
限
希
少
性
の
持
つ
意
味
が
希
薄
化
し
た
と
し
て
、
社
会
的
影
響
力
を
主
た
る
根
拠
と
す
る
(
)
見
解
も
増
え
て
き
6
た
。
た
だ
、
そ
の
場
合
は
、
新
聞
等
と
の
違
い
を
説
明
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
そ
の
た
め
の
独
自
の
理
論
(
)
(
)
構
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
7
8
た
。し
か
し
、
電
波
の
有
限
希
少
性
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
共
通
の
認
識
が
あ
る
訳
で
は
(
)
な
い
。
特
に
、
旧
放
送
法
の
﹁
放
送
﹂
が
電
波
を
用
い
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
そ
れ
が
電
波
の
中
で
も
﹁
放
送
用
周
波
9
数
﹂
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
り
に
く
く
、
ま
た
﹁
放
送
用
周
波
数
﹂
自
体
も
短
波
放
送
や
中
波
放
送
の
よ
う
に
低
い
周
波
数
帯
の
も
の
か
ら
、
衛
星
放
送
用
の
高
い
周
波
数
帯
の
も
の
ま
で
様
々
な
も
の
を
含
む
た
め
、
往
々
に
し
て
他
の
電
波
利
用
と
混
同
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
章
に
お
い
て
は
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
定
義
に
用
い
ら
れ
る
放
送
用
周
波
数
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
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が
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
本
章
で
は
、
旧
放
送
法
時
代
の
議
論
を
中
心
に
し
て
い
る
た
め
、﹁
放
送
﹂
は
旧
放
送
法
に
お
け
る
﹁
放
送
﹂
を
意
味
し
、
特
に
新
旧
放
送
法
の
制
度
的
な
意
味
を
強
調
す
べ
き
と
き
は
、
そ
の
旨
を
付
し
つ
つ
﹁
﹂
付
き
で
用
い
る
。

放
送
用
周
波
数
の
意
義
電
波
は
、
そ
の
周
波
数
の
帯
域
に
よ
っ
て
特
性
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
利
用
目
的
に
応
じ
て
最
も
相
応
し
い
帯
域
を
当
該
用
途
に
分
配
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
例
え
ば
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
用
周
波
数
に
つ
い
て
は
、
①
一
定
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
誰
で
も
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
あ
る
程
度
の
開
放
性
を
持
ち
、
②
他
方
、
他
国
又
は
他
地
域
へ
の
越
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
で
、
③
更
に
テ
レ
ビ
と
い
う
大
量
の
情
報
を
伝
送
す
る
の
に
必
要
な
広
帯
域
が
確
保
し
や
す
い
周
波
数
帯
で
あ
る
こ
と
等
の
要
請
が
あ
り
、
自
ず
と
そ
の
周
波
数
帯
は
決
ま
っ
て
く
る
。
ま
た
、
そ
の
帯
域
の
利
用
に
つ
い
て
は
近
隣
国
も
同
様
な
取
扱
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
好
ま
し
い
た
め
、
国
際
的
な
取
り
決
め
が
必
要
と
な
り
、
国
際
電
気
通
信
連
合
条
約
に
基
づ
く
無
線
通
信
規
則
五
条
は
世
界
を
三
つ
の
地
域
に
分
け
、
電
波
の
用
途
に
対
応
し
た
周
波
数
を
(
)
(
)
分
配
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
各
国
が
国
内
事
情
を
考
慮
し
て
用
途
別
に
国
内
分
配
を
し
て
い
る
。
10
11
そ
の
た
め
、
同
規
則
一
条
は
﹁
放
送
業
務
﹂
を
﹁
一
般
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
に
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
伝
送
の
目
的
と
す
る
無
線
通
信
業
務
。︵
以
(
)
下
略
︶
﹂
と
定
義
し
て
お
り
、﹁
放
送
業
務
﹂
は
他
の
電
波
利
用
と
は
異
な
る
利
用
目
的
が
あ
る
こ
と
、
公
衆
に
情
報
を
提
12
供
す
る
た
め
の
手
段
の
必
要
性
に
つ
い
て
各
国
共
通
の
認
識
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
(
)
い
る
。
こ
の
公
衆
に
対
す
る
情
報
提
供
は
、
民
13
主
主
義
社
会
に
お
け
る
国
民
の
意
思
形
成
の
基
盤
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
当
該
地
域
・
国
に
住
む
人
々
の
生
命
財
産
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
(
)
事
態
に
お
い
て
、
緊
急
か
つ
重
要
な
情
報
を
伝
え
る
の
に
適
し
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
認
識
さ
14
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
国
に
よ
っ
て
は
統
治
の
た
め
の
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
流
通
が
当
た
り
前
で
、
個
人
の
多
様
な
価
値
観
が
尊
重
さ
れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
放
送
に
対
す
る
考
え
方
は
理
解
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
先
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
放
送
が
果
た
し
た
役
割
は
そ
の
理
解
を
助
け
て
く
れ
る
。
人
々
の
生
命
、
安
全
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
に
な
る
。
こ
の
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
一
人
一
人
の
適
切
な
判
断
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
が
迅
速
な
逃
避
、
円
滑
な
救
援
救
出
作
業
等
の
形
で
表
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
事
後
に
お
け
る
復
興
に
と
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
情
報
の
共
有
が
前
提
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
報
と
し
て
、
映
像
の
力
は
大
き
い
。
し
か
し
、
映
画
の
よ
う
に
録
画
し
て
後
で
み
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
瞬
間
に
同
時
に
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
り
、
個
人
に
と
っ
て
は
﹁
繋
が
り
﹂
で
あ
り
﹁
絆
﹂
と
意
識
さ
れ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。
勿
論
、
災
害
は
地
域
社
会
に
と
っ
て
例
外
で
あ
る
が
、
通
常
の
社
会
生
活
の
中
で
も
情
報
の
共
有
は
欠
か
せ
な
い
。
前
述
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
﹁
国
民
的
基
盤
﹂、﹁
共
通
の
情
報
﹂
と
い
う
表
現
、
あ
る
い
は
答
申
の
﹁
基
本
的
情
報
の
共
有
の
促
進
﹂
は
す
べ
て
社
会
生
活
に
お
け
る
情
報
の
共
有
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
社
会
の
構
成
員
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、﹁
共
有
さ
れ
る
(
)
情
報
﹂
が
意
識
す
る
・
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
存
在
す
る
。
15
一
般
公
衆
に
よ
る
直
接
受
信
を
目
的
と
す
る
﹁
放
送
業
務
﹂
が
、
こ
の
﹁
共
有
さ
れ
る
情
報
﹂
を
誰
で
も
が
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
手
段
と
考
え
る
と
、
放
送
用
周
波
数
は
当
該
地
域
社
(
)
会
の
誰
も
が
等
し
く
(
)
映
像
を
含
む
大
量
情
報
を
瞬
時
に
か
つ
同
16
17
時
に
受
信
で
き
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
(
)
な
る
。
18

放
送
用
周
波
数
の
特
殊
性
放
送
用
周
波
数
分
配
の
目
的
が
﹁
当
該
地
域
社
会
の
誰
も
が
、
映
像
を
含
む
大
量
情
報
を
瞬
時
に
か
つ
同
時
に
受
信
で
き
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
﹂
こ
と
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
他
の
周
波
数
帯
と
異
な
る
特
殊
性
が
生
じ
る
。
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ま
ず
、
誰
も
が
受
信
可
能
と
す
る
に
は
、
そ
の
周
波
数
は
面
的
な
広
が
り
を
持
つ
も
の
で
、
ま
た
何
時
で
も
安
定
的
に
受
信
で
き
る
も
の
と
す
る
た
め
、
そ
れ
を
占
用
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
通
信
用
の
周
波
数
割
当
が
、
電
波
を
国
民
に
開
放
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
割
当
可
能
な
周
波
数
が
あ
れ
ば
割
り
当
て
る
こ
と
を
基
本
(
)
と
し
、
混
信
が
無
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
多
く
の
者
が
利
用
で
き
る
19
よ
う
に
し
て
い
る
の
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
放
送
用
周
波
数
よ
り
も
低
い
帯
域
を
利
用
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
や
漁
業
無
線
の
場
合
、
多
数
の
利
用
者
が
分
配
さ
れ
た
周
波
数
帯
域
を
共
同
利
用
す
る
形
を
と
る
。
特
定
地
点
間
を
結
ぶ
固
定
通
信
は
直
線
性
の
強
い
高
い
周
波
数
帯
を
用
い
、
干
渉
計
算
に
よ
り
混
信
を
避
け
な
が
ら
複
数
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
放
送
用
周
波
数
と
似
た
周
波
数
帯
を
使
う
携
帯
電
話
の
場
合
、
限
ら
れ
た
通
信
事
業
者
に
包
括
免
許
を
与
え
て
い
る
が
、
実
際
は
一
人
一
人
が
自
己
の
所
有
す
る
携
帯
端
末
と
通
信
事
業
者
の
無
線
設
備
を
使
用
し
な
が
ら
、
皆
で
共
同
利
用
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
通
信
事
業
者
の
所
有
す
る
設
備
の
利
用
に
関
し
て
は
、
提
供
義
務
や
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
義
務
を
事
業
者
に
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
利
用
者
間
の
公
平
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
放
送
用
周
波
数
は
限
ら
れ
た
者
の
占
用
を
前
提
と
す
る
点
に
一
つ
の
特
殊
性
が
あ
る
。
ま
た
、
放
送
用
周
波
数
の
分
配
は
、
地
勢
的
、
政
策
的
な
理
由
か
ら
く
る
各
国
独
自
の
事
情
が
強
く
反
映
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
地
勢
的
な
理
由
の
例
と
し
て
、
欧
州
各
国
の
よ
う
に
陸
続
き
の
国
が
多
い
場
合
は
隣
国
と
の
混
信
や
越
境
を
避
け
る
結
果
、
放
送
用
周
波
数
の
選
択
が
難
し
く
、
し
ば
し
ば
有
線
系
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
政
策
的
な
理
由
か
ら
く
る
違
い
と
し
て
は
、
米
国
の
よ
う
に
、
親
局
中
心
の
運
営
で
、
電
波
の
届
か
な
い
エ
リ
ア
が
広
範
囲
に
残
る
の
を
容
認
し
て
い
る
国
と
、
わ
が
国
の
よ
う
に
あ
ま
ね
く
放
送
の
利
便
を
国
民
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
政
策
を
と
り
、
子
局
を
用
い
て
満
遍
な
く
電
波
が
届
く
よ
う
に
し
て
い
る
国
と
で
は
放
送
用
周
波
数
の
逼
迫
状
況
は
大
き
く
(
)
違
う
。
20
ま
た
地
勢
的
に
も
山
間
部
が
多
い
わ
が
国
の
場
合
は
、
子
局
を
多
数
設
置
せ
ざ
る
を
得
ず
、
例
え
ば
関
東
広
域
圏
の
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
で
み
(
)
る
と
、
現
に
分
配
さ
れ
て
い
る
高
画
質
で
五
〇
チ
ャ
ン
ネ
ル
相
当
の
三
〇
〇
(
)
M
H
zと
い
う
膨
大
な
帯
域
も
、
子
局
の
21
22
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一
つ
一
つ
に
隣
局
と
混
信
し
な
い
よ
う
に
異
な
っ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
割
り
当
て
る
た
め
、
一
つ
の
キ
ー
局
で
こ
の
ほ
と
ん
ど
の
帯
域
を
ど
こ
か
で
利
用
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
限
ら
れ
た
放
送
事
業
者
が
希
少
な
電
波
を
大
量
に
占
用
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
と
言
え
(
)
よ
う
。
23
こ
の
よ
う
な
意
義
と
特
殊
性
が
あ
る
放
送
用
周
波
数
を
、
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
者
が
占
用
的
排
他
的
に
放
送
事
業
を
運
営
す
る
形
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
国
又
は
公
共
放
送
(
)
機
関
が
直
接
運
営
す
る
場
合
は
と
も
か
く
、
私
人
で
あ
24
る
一
企
業
に
こ
の
よ
う
な
放
送
用
周
波
数
の
占
用
的
排
他
的
使
用
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
表
現
の
自
由
の
観
点
及
び
電
波
の
公
平
な
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
に
な
る
。

放
送
用
周
波
数
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
憲
法
二
一
条
が
定
め
る
表
現
の
自
由
の
保
障
に
は
放
送
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、﹁
国
民
の
共
有
(
)
財
産
﹂
と
し
て
の
電
波
の
性
格
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
電
波
利
用
の
公
平
の
原
則
を
考
え
れ
ば
一
私
人
が
放
送
の
た
め
に
大
き
な
25
帯
域
の
電
波
を
占
用
利
用
す
る
こ
と
ま
で
を
保
障
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
逆
に
、
表
現
の
自
由
の
保
障
が
す
べ
て
の
国
民
に
平
等
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
基
本
的
人
権
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
誰
も
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
放
送
用
周
波
数
を
、
限
ら
れ
た
者
の
表
現
の
た
め
に
占
用
利
用
さ
せ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
憲
法
二
一
条
に
反
す
る
お
そ
れ
が
(
)
強
い
。
26
こ
の
点
は
、
放
送
用
周
波
数
を
用
い
な
い
新
聞
、
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
一
般
の
通
信
手
段
を
用
い
て
表
現
す
る
場
合
と
事
情
は
異
な
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
新
聞
社
が
自
ら
調
達
し
た
紙
と
印
刷
設
備
等
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
後
者
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
公
平
な
利
用
が
確
保
さ
れ
て
い
る
公
衆
用
の
電
気
通
信
網
を
用
い
て
お
り
、
経
済
的
状
況
等
を
別
に
す
れ
ば
誰
で
も
が
対
等
に
表
現
で
き
る
状
況
に
(
)
あ
る
。
こ
こ
は
古
典
的
な
表
現
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
世
界
で
あ
り
、
大
き
な
社
会
27
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的
影
響
力
を
持
つ
新
聞
も
一
般
私
人
と
同
様
に
表
現
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
。
国
の
関
与
は
、
そ
の
表
現
行
為
が
他
人
の
人
権
を
侵
害
し
、
ま
た
公
共
の
福
祉
に
反
し
た
と
し
て
刑
法
等
に
触
れ
た
場
合
の
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
本
質
的
に
は
国
が
関
わ
る
べ
き
で
な
い
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
放
送
の
場
合
は
、
そ
の
表
現
行
為
に
不
可
欠
な
放
送
用
周
(
)
波
数
を
、
国
が
特
定
の
者
に
割
り
当
て
る
と
い
う
積
極
28
的
な
関
与
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
情
報
の
発
信
者
と
受
信
者
だ
け
で
な
く
、
国
も
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
国
の
不
関
与
が
期
待
さ
れ
る
表
現
行
為
の
分
野
に
お
い
て
、
国
の
関
与
を
前
提
と
す
る
制
度
で
あ
れ
ば
、
そ
の
制
度
自
体
が
憲
法
二
一
条
に
反
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
合
理
的
説
明
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
(
)
な
い
。
そ
れ
は
、﹁
放
送
﹂
が
一
般
の
表
現
活
動
と
異
な
る
役
割
・
機
能
を
期
待
29
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
発
信
者
に
と
っ
て
の
表
現
の
自
由
の
前
に
、
受
信
者
の
た
め
の
表
現
の
(
)
自
由
、
即
ち
﹁
知
る
(
)
権
利
﹂
に
貢
献
す
30
31
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
(
)
な
る
。
32
新
放
送
法
は
、﹁
基
幹
放
送
﹂
と
い
う
制
度
を
一
つ
の
体
系
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
点
を
裏
付
け
て
い
る
。
ま
ず
﹁
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
﹂
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
性
格
を
示
唆
し
、
そ
れ
に
相
応
し
い
周
波
数
の
確
保
を
国
の
責
務
と
し
、
そ
の
周
波
数
の
実
際
の
運
営
者
を
選
ぶ
仕
組
み
に
恣
意
が
入
ら
な
い
手
続
き
︵
比
較
審
査
、
集
中
排
除
規
制
︶
を
定
め
て
い
る
。
更
に
、
送
信
さ
れ
る
内
容
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
相
応
し
く
社
会
の
基
盤
と
し
て
﹁
共
有
さ
れ
る
情
報
﹂
で
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、﹃
基
幹
放
送
﹄
論
で
用
い
ら
れ
る
﹁
基
幹
的
情
報
﹂
又
は
﹁
基
本
的
(
)
情
報
﹂
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
相
応
し
い
﹁
共
有
さ
れ
る
情
報
﹂
33
が
具
体
的
に
は
何
か
は
立
法
者
も
行
政
も
分
か
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
番
組
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
編
成
す
る
こ
と
︵
番
組
調
和
原
則
︶
、
番
組
編
集
は
多
角
的
な
論
点
を
解
明
し
、
政
治
的
に
公
平
で
あ
る
こ
と
︵
番
組
(
)
準
則
︶
を
運
営
者
に
求
め
て
い
る
。
34
し
か
し
、
そ
れ
も
あ
く
ま
で
枠
組
み
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
誰
か
が
、
社
会
に
氾
濫
す
る
無
数
の
(
)
情
報
の
中
か
ら
放
送
す
る
情
報
を
35
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
基
幹
放
送
事
業
者
の
役
割
で
あ
り
、
そ
こ
に
放
送
を
受
信
す
る
地
域
社
会
の
人
々
か
ら
の
信
託
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が
あ
る
と
考
え
た
い
。
こ
の
信
託
を
受
け
て
共
有
す
る
に
相
応
し
い
情
報
を
選
ぶ
と
い
う
重
い
責
任
が
、
基
幹
放
送
事
業
に
携
わ
る
も
の
の
﹁
職
責
﹂︵
新
一
条
一
項
三
号
︶
と
な
る
。
ま
た
、
信
託
し
た
以
上
そ
こ
に
他
の
者
の
主
観
が
混
じ
ら
な
い
よ
う
に
編
集
の
自
由
︵
新
三
条
︶
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
何
を
共
有
す
る
か
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
判
断
は
一
人
一
人
の
受
信
者
が
行
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
説
明
は
、
実
は
放
送
法
が
最
初
に
誕
生
し
た
一
九
五
〇
年
以
降
説
明
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
大
き
な
違
い
は
(
)
な
い
。
し
か
し
、
36
最
初
の
放
送
法
に
は
、
放
送
普
及
基
本
計
画
︵
旧
放
送
法
二
条
(
)
の
二
︶
も
そ
の
前
提
と
な
る
周
波
数
割
当
(
)
計
画
も
集
中
排
除
(
)
原
則
も
法
37
38
39
律
上
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
、
番
組
規
律
の
(
)
数
条
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
後
数
次
の
改
正
で
徐
々
40
に
こ
れ
ら
の
点
が
整
備
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
細
部
で
議
論
が
分
か
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
従
っ
て
、
筆
者
の
立
場
は
、
こ
れ
ま
で
の
放
送
制
度
を
巡
る
議
論
の
う
ち
、
放
送
の
自
由
に
関
し
て
は
送
り
手
の
放
送
の
自
由
の
前
に
ま
ず
受
け
手
の
放
送
の
自
由
が
あ
る
と
す
る
(
)
見
解
と
合
致
し
、
世
界
人
権
宣
言
︵
一
九
四
八
年
︶
の
﹁
情
報
を
受
け
る
(
)
自
由
﹂
に
も
国
民
の
﹁
知
る
41
42
(
)
権
利
﹂
に
も
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
放
送
事
業
は
公
衆
か
ら
の
﹁
信
託
﹂
に
あ
る
と
す
る
(
)
見
解
に
沿
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
43
44
な
お
、
こ
の
よ
う
に
し
て
放
送
の
役
割
及
び
放
送
に
対
す
る
規
律
の
意
義
を
説
明
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
の
規
律
違
反
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
行
政
が
関
与
す
べ
き
か
︵
規
律
の
法
規
範
性
︶
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
既
に
多
く
の
論
説
が
あ
り
詳
述
は
避
け
る
が
、
そ
も
そ
も
行
政
の
不
関
与
を
基
本
と
す
る
表
現
の
分
野
で
、
放
送
を
公
衆
と
公
衆
か
ら
の
受
託
者
で
あ
る
放
送
事
業
者
と
の
関
係
と
捉
え
る
立
場
か
ら
は
、
行
政
の
直
接
の
関
与
は
極
力
限
定
的
で
あ
る
べ
き
と
な
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
が
、
新
放
送
法
が
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
定
義
に
放
送
用
周
波
数
を
用
い
た
こ
と
の
背
景
に
あ
る
考
え
と
理
解
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
同
じ
﹁
基
幹
放
送
﹂
で
あ
っ
て
も
地
上
基
幹
放
送
に
は
当
て
は
ま
っ
て
も
、
衛
星
基
幹
放
送
に
も
当
て
は
ま
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点

で
触
れ
た
い
。
『基幹放送』概念の今日的意義（須田和博）
157

衛
星
放
送
用
周
波
数
の
特
殊
性
無
線
通
信
規
則
(
)
一
条
で
は
、
衛
星
に
よ
る
放
送
目
的
の
業
務
を
﹁
放
送
衛
星
﹂
と
し
て
、﹁
放
送
業
務
﹂
用
と
は
別
の
も
の
と
し
て
45
お
り
、
周
波
数
も
別
に
分
配
さ
れ
て
い
る
。
衛
星
で
送
信
を
行
う
場
合
、
地
上
と
の
間
に
障
害
物
が
無
い
た
め
、
固
定
通
信
に
も
使
わ
れ
る
直
進
性
が
強
い
高
周
波
の
マ
イ
ク
ロ
(
)
波
帯
の
一
一
・
七
G
h
z～
一
二
・
七
(
)
G
H
z、
二
G
h
z︵
Ｂ
Ｓ
︶
、
一
二
・
二
～
一
二
・
七
G
h
z
の
周
波
数
帯
域
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
46
47
そ
の
た
め
、
通
信
用
と
し
て
の
利
用
に
も
適
し
て
い
る
が
、
他
方
、
地
上
三
万
六
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
直
進
性
が
高
く
と
も
地
上
に
お
い
て
は
面
的
広
が
り
を
持
つ
た
め
放
送
と
し
て
の
利
用
に
も
適
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
放
送
衛
星
と
通
信
衛
星
の
違
い
は
、
利
用
す
る
周
波
数
の
違
い
と
い
う
よ
り
も
、
放
送
衛
星
が
地
上
で
誰
で
も
受
信
で
き
る
た
め
の
中
継
局
を
搭
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
通
信
衛
星
は
地
上
の
特
定
者
の
み
が
受
信
で
き
る
よ
う
な
中
継
局
を
搭
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
点
、
地
上
放
送
用
周
波
数
が
、
周
波
数
及
び
そ
の
割
当
自
体
に
通
信
用
周
波
数
と
の
違
い
が
あ
る
の
と
事
情
が
異
な
る
。
ま
た
、
高
い
波
長
の
周
波
数
を
用
い
る
た
め
多
く
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
確
保
で
き
、
し
か
も
一
波
で
全
国
を
カ
バ
ー
で
き
る
た
め
に
、
多
数
の
者
が
全
国
放
送
を
比
較
的
容
易
に
実
現
で
き
る
点
で
も
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
が
幅
広
い
帯
域
を
用
い
な
が
ら
民
間
放
送
事
業
者
が
各
地
域
四
、
五
社
に
限
ら
れ
、
設
備
整
備
に
も
大
き
な
努
力
と
経
済
的
負
担
を
要
す
る
の
と
事
情
は
異
な
る
。更
に
、
衛
星
放
送
の
場
合
は
、
個
別
の
軌
道
位
置
の
確
保
の
た
め
の
国
の
関
与
が
不
可
欠
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
軌
道
位
置
に
よ
っ
て
受
信
環
境
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
特
性
が
あ
る
。
新
放
送
法
制
定
に
先
立
つ
二
〇
〇
九
年
に
一
一
〇
度
Ｃ
Ｓ
衛
星
放
送
に
用
い
ら
れ
て
い
た
通
信
用
周
波
数
が
放
送
用
周
波
数
に
変
更
(
)
さ
れ
、
以
降
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｓ
放
送
と
一
緒
に
﹁
特
別
衛
星
放
送
﹂
と
な
り
、
一
48
二
四
度
及
び
一
二
八
度
の
Ｃ
Ｓ
放
送
は
通
信
用
周
波
数
を
用
い
る
﹁
一
般
衛
星
放
送
﹂
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
新
放
送
法
も
そ
れ
を
継
承
し
、
前
者
を
﹁
基
幹
放
送
﹂、
後
者
を
一
般
放
送
と
分
類
し
た
の
も
、
当
初
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
び
地
上
テ
レ
ビ
局
が
力
を
入
れ
て
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き
た
一
一
〇
度
と
い
う
軌
道
位
置
の
優
位
性
に
着
目
し
た
規
律
の
差
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
く
放
送
用
周
波
数
と
い
っ
て
も
、
放
送
衛
星
用
周
波
数
は
地
上
放
送
用
周
波
数
と
は
そ
の
性
格
を
大
き
く
異
(
)
に
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
事
業
形
態
も
自
ず
と
地
上
放
送
と
は
異
な
る
。
49総
合
放
送
で
あ
る
地
上
放
送
が
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
限
ら
れ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
中
で
誰
で
も
が
受
信
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
内
容
も
公
衆
が
共
有
す
る
価
値
の
あ
る
も
の
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
視
聴
者
に
特
別
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
衛
星
放
送
の
場
合
、
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
一
〇
〇
を
超
え
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
前
提
と
し
、
多
様
な
価
値
観
に
対
応
す
る
有
料
の
専
門
放
送
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
勿
論
、
衛
星
放
送
で
地
上
放
送
と
同
様
に
広
告
収
入
に
よ
る
総
合
放
送
も
制
度
的
に
は
可
能
で
あ
り
、
現
在
も
七
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
広
告
収
入
に
よ
る
総
合
放
送
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
総
体
と
し
て
の
広
告
収
入
が
伸
び
悩
む
中
で
、
地
上
放
送
と
同
様
な
総
合
放
送
に
す
る
と
広
告
収
入
の
奪
い
合
い
に
な
り
、
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
る
と
通
販
番
組
の
割
合
を
高
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
放
送
と
異
な
っ
た
性
格
の
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
有
料
放
送
と
し
て
の
総
合
放
送
も
観
念
的
に
は
考
え
ら
れ
る
が
、
米
国
と
異
な
り
公
共
放
送
の
た
め
の
受
信
料
負
担
が
あ
る
わ
が
国
一
般
の
家
計
負
担
か
ら
見
れ
ば
誰
で
も
が
受
信
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
た
従
来
の
総
合
放
送
と
は
異
な
る
性
格
の
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
新
放
送
法
に
お
い
て
、
衛
星
基
幹
放
送
が
地
上
放
送
と
同
じ
く
放
送
用
周
波
数
を
用
い
る
﹁
基
幹
放
送
﹂
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
て
も
、
地
上
放
送
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
地
上
放
送
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

﹁
一
般
放
送
﹂
と
放
送
用
周
波
数
前
述

～

に
お
い
て
、
放
送
用
周
波
数
の
意
義
と
特
殊
性
か
ら
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
い
う
一
つ
の
体
系
的
な
概
念
が
成
立
す
る
考
え
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を
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
場
合
指
摘
さ
れ
る
の
は
放
送
用
周
波
数
を
用
い
な
い
﹁
一
般
放
送
﹂
に
対
す
る
規
律
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
十
分
な
検
証
を
踏
ま
え
た
も
の
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
筆
者
の
考
え
を
述
べ
た
い
。
旧
放
送
法
時
代
に
、
放
送
用
周
波
数
を
用
い
な
い
広
義
﹁
放
送
﹂
に
対
す
る
規
律
の
根
拠
と
し
て
社
会
的
影
響
力
を
理
由
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
、
放
送
用
周
波
数
を
用
い
る
狭
義
﹁
放
送
﹂
に
つ
い
て
も
規
律
の
根
拠
を
社
会
的
影
響
力
に
求
め
る
考
え
方
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
本
章
冒
頭
で
述
べ
た
。
と
こ
ろ
で
、
旧
放
送
法
時
代
に
用
い
ら
れ
た
放
送
の
社
会
的
影
響
力
と
言
わ
れ
て
き
た
も
の
を
良
く
み
る
と
、
電
波
、
特
に
放
送
用
周
波
数
の
特
殊
性
か
ら
導
か
れ
る
も
の
が
(
)
多
い
。
例
え
ば
、
先
の
放
送
政
策
懇
談
会
は
、
放
送
規
律
の
根
拠
と
し
て
電
波
の
有
限
希
少
50
性
に
加
え
、﹁
広
範
な
地
域
の
多
く
の
受
信
者
に
対
し
、
受
動
性
、
浸
透
性
の
強
い
、
動
画
や
音
声
と
い
う
形
態
で
即
時
か
つ
同
時
に
多
量
の
情
報
を
提
供
す
る
社
会
的
影
響
力
の
極
め
て
大
き
な
メ
デ
(
)
ィ
ア
﹂
と
し
て
い
る
が
、﹁
社
会
的
影
響
力
﹂
の
前
の
部
分
は
、
放
51
送
用
周
波
数
の
特
性
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
特
性
を
最
大
限
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
の
が
放
送
用
周
波
数
の
分
配
に
始
ま
る
放
送
制
度
の
目
的
だ
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
社
会
的
影
響
力
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
放
送
用
周
波
数
を
用
い
た
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
か
ら
派
生
し
た
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
旧
放
送
法
の
規
律
を
準
用
す
る
際
も
、
既
に
放
送
用
周
波
数
を
用
い
る
﹁
放
送
﹂
と
い
う
類
似
性
を
考
え
る
対
象
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
は
自
ず
と
﹁
社
会
﹂︵
地
域
社
会
︶
や
送
ら
れ
る
﹁
情
報
﹂︵
テ
レ
ビ
番
組
、
ラ
ジ
オ
番
組
︶
に
つ
い
て
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
受
信
者
は
そ
こ
に
旧
放
送
法
の
﹁
放
送
﹂
と
の
類
似
性
を
見
出
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、﹁
放
送
﹂
と
同
様
に
社
会
に
対
し
て
影
響
力
を
持
つ
の
も
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
受
信
者
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
あ
く
ま
で
﹁
放
送
﹂
と
の
類
似
性
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
意
味
を
持
つ
の
は
、
そ
の
番
組
が
誰
で
も
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
送
信
さ
れ
た
も
の
か
、
皆
も
見
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
、
更
に
は
放
送
制
度
の
も
と
で
放
送
事
業
者
が
責
任
を
持
っ
て
編
集
し
た
も
の
か
で
あ
ろ
う
。
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特
に
、
わ
が
国
で
は
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
も
衛
星
放
送
も
最
初
は
難
視
聴
対
策
を
主
要
な
目
的
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
番
組
の
再
送
信
が
あ
り
、
自
主
放
送
番
組
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
同
じ
テ
レ
ビ
受
信
機
で
S
テ
レ
ビ
番
組
T
と
し
て
み
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送
と
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
受
信
者
が
違
い
を
意
識
す
る
の
は
、
物
理
的
伝
送
路
の
違
い
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
異
な
る
受
信
機
を
用
い
る
必
要
が
あ
っ
た
り
、
外
国
語
放
送
の
よ
う
に
誰
も
が
見
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
な
番
組
で
あ
っ
た
り
、
ア
ン
テ
ナ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
異
な
る
た
め
に
入
力
切
り
替
え
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
更
に
は
受
信
の
た
め
の
家
計
負
担
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
筆
者
と
し
て
は
、
新
放
送
法
に
お
い
て
放
送
用
周
波
数
を
用
い
な
い
﹁
一
般
放
送
﹂
を
も
﹁
放
送
﹂
と
し
て
括
る
理
由
は
、
受
信
者
に
と
っ
て
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
と
の
類
似
性
に
あ
る
と
考
え
た
い
。
ま
た
、﹁
一
般
放
送
﹂
に
﹁
基
幹
放
送
﹂
と
同
じ
規
律
︵
例
え
ば
番
組
準
則
︶
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
も
、﹁
基
幹
放
送
﹂、
遡
れ
ば
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
の
類
似
性
に
そ
の
淵
源
が
あ
る
と
考
え
た
い
。
た
だ
し
、
類
似
性
が
あ
る
か
ら
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
同
じ
規
律
と
は
な
ら
ず
、
そ
こ
に
は
自
ず
と
差
が
生
じ
る
は
ず
で
、
例
え
ば
番
組
調
和
原
則
の
よ
う
に
放
送
事
業
者
の
番
組
編
集
の
基
本
に
関
し
て
直
接
に
作
為
的
な
内
容
を
求
め
る
規
律
は
、
前
述

で
述
べ
た
よ
う
に
放
送
用
周
波
数
の
占
用
利
用
を
特
定
者
に
認
め
る
こ
と
に
着
目
し
て
初
め
て
合
理
的
説
明
が
可
能
と
考
え
る
。
︵
︶
内
藤
茂
雄
﹁
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会
と
情
報
通
信
法
制
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
六
一
号
一
二
～
一
八
頁
。
1
︵
︶
電
波
の
有
限
希
少
性
と
浸
透
力
に
よ
っ
て
放
送
規
律
の
根
拠
を
説
明
す
る
も
の
に
、
安
西
文
雄
﹁
表
現
の
自
由
と
合
衆
国
裁
判
所
の
メ
デ
ィ
ア
特
性
論
﹂
舟
田
・
長
2谷
部
前
掲
書
一
四
一
頁
以
下
が
あ
る
。
︵
︶
規
律
の
根
拠
を
沿
革
的
に
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
岡
崎
俊
一
﹁
放
送
概
念
の
再
構
成
と
通
信
・
放
送
法
制
の
融
合
﹂
岡
崎
・
多
賀
谷
前
掲
書
三
〇
〇
頁
以
下
参
照
。
3
︵
︶
伊
藤
正
巳
﹁
放
送
の
公
共
性
﹂
日
本
民
間
放
送
連
盟
放
送
研
究
所
編
﹃
放
送
の
公
共
性
﹄︵
岩
崎
放
送
出
版
社
一
九
六
六
年
︶
四
五
～
四
八
頁
、
塩
野
前
掲
書
一
五
4八
頁
、
芦
部
信
喜
﹁
放
送
番
組
の
編
集
基
準
と
言
論
表
現
の
自
由
﹂
伊
藤
編
前
掲
書
五
二
頁
参
照
。
︵
︶
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
対
し
て
旧
放
送
法
の
番
組
規
律
を
準
用
す
る
に
当
た
っ
て
、
電
波
の
有
限
希
少
性
を
規
律
の
根
拠
と
す
る
者
は
慎
重
な
立
場
を
と
っ
た
5の
に
対
し
、
準
用
を
是
と
す
る
者
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
お
茶
の
間
理
論
﹂
を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
塩
野
前
掲
書
一
五
八
頁
、
一
六
一
頁
参
照
。
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︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
一
五
八
頁
参
照
。
ま
た
、﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄
四
九
頁
は
、
電
波
の
有
限
希
少
性
は
緩
和
傾
向
に
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
基
幹
的
情
報
伝
達
手
段
6で
あ
る
中
波
、
Ｆ
Ｍ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
用
の
電
波
は
希
少
で
あ
る
と
す
る
。
︵
︶
法
体
系
研
究
会
報
告
書
一
八
頁
。
7
︵
︶
い
わ
ゆ
る
部
分
規
制
論
。
長
谷
部
恭
男
﹃
テ
レ
ビ
の
憲
法
理
論
﹄︵
弘
文
堂
一
九
九
二
年
︶
九
六
～
一
〇
一
頁
、
同
﹁
公
共
放
送
の
役
割
と
財
源
﹂
舟
田
・
長
谷
8部
編
前
掲
書
二
〇
〇
頁
参
照
。
︵
︶
文
字
通
り
物
理
的
な
意
味
で
電
波
が
限
ら
れ
て
い
る
と
す
る
も
の
、
放
送
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
が
限
ら
れ
て
い
る
と
す
る
も
の
、
視
点
の
希
少
性
︵
v
ie
w
p
o
in
t
9
sc
a
rc
ity
︶
を
意
味
す
る
も
の
等
多
様
で
あ
る
。
安
西
前
掲
書
一
五
頁
参
照
。
ま
た
、
米
国
Ｆ
Ｃ
Ｃ
が
公
平
原
則
を
廃
止
し
た
理
由
に
、
情
報
の
o
u
tle
ts
が
今
日
で
は
多
数
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
放
送
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
よ
り
広
い
意
味
で
考
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
2
F
C
C
R
cd
.︵
1
9
8
7︶
V
o
l.2
,
N
o
.1
7
,
p
5
0
4
3
参
照
。
︵
︶
IT
U
R
a
d
io
R
e
g
u
la
tio
n
s
A
rticle
s
E
d
itio
n
o
f
2
0
0
8
.
10
︵
︶
た
だ
し
、
周
波
数
帯
に
よ
っ
て
は
、
他
の
業
務
と
並
記
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
特
に
優
先
す
べ
き
業
務
を
一
次
業
務
と
す
る
地
域
も
あ
る
が
、
わ
が
国
の
11所
属
す
る
第
三
地
域
の
場
合
は
単
純
に
並
記
し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
放
送
業
務
用
周
波
数
を
分
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
ア
ナ
ロ
グ
時
代
の
一
c
h
～
三
c
h
で
用
い
て
い
る
八
七
M
H
z～
一
〇
八
M
H
z
の
う
ち
、
一
〇
〇
M
H
z～
一
〇
八
M
H
z
は
﹁
放
送
﹂
専
用
だ
が
八
七
M
H
z～
一
〇
〇
M
H
z
が
﹁
固
定
﹂﹁
移
動
﹂
と
並
記
さ
れ
て
い
る
。
総
務
省
﹁
周
波
数
割
当
計
画
﹂
h
ttp
:/
/
w
w
w
.te
le
.so
u
m
u
.g
o
.jp
/
j/
a
d
m
/
fre
q
/
se
a
rch
/
sh
a
re
/
p
la
n
.h
tm
。
︵
︶
“1
.3
8
b
ro
a
d
ca
stin
g
se
rv
ice
:A
ra
d
io
co
m
m
u
n
ica
tio
n
se
rv
ice
in
w
h
ich
th
e
tra
n
sm
issio
n
s
a
re
in
te
n
d
e
d
fo
r
d
ire
ct
re
ce
p
tio
n
b
y
th
e
g
e
n
e
ra
l
p
u
b
lic.
12︵
T
h
e
re
st
o
m
itte
d
︶
”
︵
︶
国
際
電
気
通
信
連
合
は
、
国
連
の
機
関
で
あ
る
た
め
、﹁
国
、
地
域
﹂
と
い
う
概
念
が
前
提
に
あ
り
、
多
種
多
様
な
政
治
体
制
や
経
済
状
況
を
前
提
と
し
た
普
遍
的
な
13制
度
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
デ
フ
ァ
ク
ト
ベ
ー
ス
で
先
進
国
中
心
に
発
展
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
と
は
そ
も
そ
も
出
発
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
︵
︶
地
上
放
送
に
対
す
る
外
資
規
制
︵
新
九
三
条
一
項
六
号
ア
︶
の
理
由
に
有
事
の
際
の
国
家
安
全
保
障
が
背
景
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
答
申
一
四
頁
参
照
。
14
︵
︶﹁
共
有
さ
れ
る
情
報
﹂
は
、
予
め
特
定
の
情
報
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、
公
衆
の
受
信
行
為
を
通
じ
て
選
択
さ
れ
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
く
も
15の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
文
化
の
伝
承
、
形
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
多
様
な
選
択
可
能
性
が
あ
る
分
野
に
お
い
て
は
、
多
様
な
価
値
観
の
存
在
自
体
を
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
長
谷
部
前
掲
書
九
四
頁
は
共
有
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
、﹁
社
会
全
体
に
共
有
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
メ
タ
・
レ
ベ
ル
の
情
報
﹂
と
す
る
。
︵
︶
地
域
社
会
に
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
に
加
え
国
も
含
む
。
16
︵
︶
音
声
の
ラ
ジ
オ
か
ら
テ
レ
ビ
、
高
画
質
Ｔ
Ｖ
と
そ
の
時
代
の
技
術
水
準
で
普
及
が
可
能
な
放
送
形
式
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
テ
レ
ビ
の
登
場
以
前
は
ラ
17ジ
オ
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、﹁
映
像
を
含
む
﹂
で
な
く
﹁
音
声
に
よ
る
﹂
と
い
う
形
容
語
が
入
る
こ
と
に
な
る
。
︵
︶﹁
放
送
﹂
の
﹁
だ
れ
で
も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
同
時
に
多
く
の
人
が
情
報
を
共
有
で
き
る
機
能
﹂
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
前
川
英
樹
︵
発
言
︶
座
談
会
﹁
放
送
法
18五
〇
年
﹂
月
刊
民
放
二
〇
〇
〇
年
六
月
号
六
頁
。
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︵
︶
片
岡
前
掲
書
三
三
頁
。
19
︵
︶
芦
部
信
喜
﹁
放
送
番
組
の
編
集
基
準
と
言
論
表
現
の
自
由
﹂
伊
藤
編
前
掲
書
六
二
頁
は
、
電
波
の
有
限
希
少
性
を
番
組
規
律
の
根
拠
と
す
る
米
国
判
例
に
対
し
、
電
20波
は
余
っ
て
お
り
飽
和
状
態
で
も
な
い
と
い
う
反
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
米
国
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
、
米
国
以
外
の
国
に
援
用
す
る
こ
と
は
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
︵
︶
音
声
の
み
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
場
合
は
、
同
じ
地
上
放
送
で
も
よ
り
低
い
周
波
数
帯
で
よ
り
狭
い
帯
域
を
分
配
し
て
い
る
。
中
波
ラ
ジ
オ
︵
五
二
六
・
五
k
H
z～
一
六
21〇
六
・
五
k
H
z︶、
短
波
ラ
ジ
オ
︵
三
M
h
z～
三
〇
M
h
z
帯
の
う
ち
、
四
M
h
z
弱
︶、
Ｆ
Ｍ
︵
七
六
M
h
z～
九
〇
M
h
z︶。
前
掲
総
務
省
﹁
周
波
数
割
当
計
画
﹂。
︵
︶
二
〇
一
一
年
七
月
二
四
日
現
在
一
三
c
h
～
六
二
c
h
︵
四
七
〇
M
H
z～
七
七
〇
M
H
z︶
の
三
〇
〇
M
H
z。
二
〇
一
二
年
七
月
二
四
日
以
降
は
、
一
三
c
h
～
五
二
22
c
h
︵
四
七
〇
M
H
z～
七
一
〇
M
H
z︶
の
二
四
〇
M
H
z。
な
お
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
時
代
は
九
〇
M
h
z～
一
〇
八
M
h
z、
一
七
〇
M
h
z～
二
二
二
M
h
z
及
び
四
七
〇
M
h
z～
七
七
〇
M
h
z
の
計
三
七
〇
M
h
z、
六
二
ch
。
前
掲
総
務
省
﹁
周
波
数
割
当
計
画
﹂。
︵
︶
わ
が
国
の
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
用
周
波
数
の
逼
迫
状
況
が
厳
し
い
こ
と
、
そ
の
た
め
に
難
し
い
ア
ナ
ア
ナ
変
換
の
過
程
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
23上
デ
ジ
タ
ル
放
送
懇
談
会
報
告
書
第
5
章
<
︵
_
︶
参
照
。
︵
︶
一
九
五
〇
年
に
放
送
法
が
誕
生
し
た
当
時
は
、
国
、
又
は
公
共
体
に
放
送
用
周
波
数
を
割
り
当
て
る
の
が
通
常
で
、
私
企
業
に
放
送
用
周
波
数
を
割
り
当
て
る
米
国
24が
例
外
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
れ
が
、
欧
州
の
多
く
の
国
で
は
、
放
送
を
国
民
の
表
現
の
自
由
や
知
る
権
利
の
た
め
の
公
共
的
制
度
と
考
え
る
の
が
一
般
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
背
景
で
も
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
︵
︶
経
済
学
の
分
野
で
近
年
﹁
公
共
財
﹂
に
つ
い
て
理
論
が
整
備
さ
れ
て
き
た
た
め
、﹁
国
民
の
共
有
財
産
﹂
と
い
う
言
葉
に
代
え
て
、﹁
公
共
財
﹂
と
い
う
用
語
が
用
い
25ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
長
谷
部
恭
男
﹁
公
共
放
送
の
役
割
と
財
源
﹂
舟
田
・
長
谷
部
編
前
掲
書
一
九
一
頁
参
照
。
し
か
し
、
も
と
も
と
電
波
を
論
じ
た
場
合
の
﹁
国
民
の
共
有
財
産
﹂
は
市
場
を
前
提
と
し
な
い
世
界
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
た
め
、
混
同
し
な
い
よ
う
こ
こ
で
は
﹁
国
民
の
共
有
財
産
﹂
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
。
他
方
、
か
つ
て
番
組
規
律
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
﹁
公
物
﹂
と
い
う
用
語
も
、
特
許
か
権
利
か
と
い
う
法
学
論
争
に
傾
い
た
結
果
、
か
え
っ
て
本
質
を
見
失
う
お
そ
れ
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
用
い
な
い
。
︵
︶
津
金
沢
聡
広
﹁
放
送
の
公
共
性
・
そ
の
歴
史
的
検
討
﹂
前
掲
放
送
研
究
所
編
﹃
放
送
の
公
共
性
﹄
は
、
戦
後
間
も
な
い
頃
に
戒
能
通
孝
氏
が
﹁
言
論
の
自
由
と
テ
レ
26ビ
ジ
ョ
ン
﹂﹃
思
想
﹄
一
九
五
八
年
一
一
月
号
に
お
い
て
、﹁
放
送
事
業
者
は
…
ひ
と
し
く
電
波
す
な
わ
ち
意
思
伝
達
手
段
の
独
占
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
…
も
し
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
表
現
の
自
由
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
民
の
持
つ
自
由
な
意
思
が
、
テ
レ
ビ
放
送
の
手
段
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
仮
説
を
と
ら
な
い
限
り
、
国
民
の
表
現
自
由
権
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
﹂
と
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
︵
︶
部
分
規
制
論
は
、
資
本
力
の
違
い
等
か
ら
個
人
で
は
こ
の
よ
う
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
は
期
待
で
き
な
い
と
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
個
人
と
異
な
る
役
割
を
求
27め
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
誰
で
も
メ
デ
ィ
ア
に
な
れ
る
と
い
う
状
況
が
よ
り
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
あ
え
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
個
人
と
は
別
の
存
在
と
し
て
把
握
す
る
意
味
が
あ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。
長
谷
部
恭
男
﹁
公
共
放
送
の
役
割
と
財
源
﹂
舟
田
・
長
谷
部
編
前
掲
書
二
〇
〇
～
二
〇
一
頁
、
同
﹁
放
送
の
自
由
と
そ
の
規
律
根
拠
﹂
月
刊
民
法
一
九
九
五
年
一
二
月
号
一
八
～
二
一
頁
、
同
﹁
芦
部
信
喜
教
授
の
人
権
論
︱
放
送
制
度
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
﹂
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ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
六
九
号
三
八
～
四
二
頁
。
︵
︶
仮
に
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
念
頭
に
金
銭
的
価
値
に
換
算
す
る
と
相
当
な
金
額
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
鬼
木
甫
﹁
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
導
28入
に
つ
い
て
︵
発
表
概
要
︶﹂
総
務
省
﹁
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
懇
談
会
﹂
資
料
︵
二
〇
一
一
・
五
・
一
一
︶
参
照
。
h
ttp
:/
/
w
w
w
.so
u
m
u
.g
o
.jp
/
m
a
in
_
co
n
te
n
t/
0
0
0
1
1
5
3
0
5
.p
d
f
︵
︶
塩
野
教
授
は
、
放
送
に
国
が
出
て
く
る
の
は
強
制
権
限
で
あ
れ
、
指
導
的
な
も
の
で
あ
れ
、
金
銭
な
ど
の
供
与
で
あ
れ
、
そ
も
そ
も
放
送
法
制
の
原
則
に
反
し
、
憲
29法
の
表
現
の
自
由
の
精
神
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
在
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
共
同
討
議
﹁﹃
電
気
通
信
・
放
送
法
制
の
現
状
と
課
題
﹄
そ
の
一
﹂
伊
藤
編
前
掲
書
二
四
九
頁
参
照
。
︵
︶
こ
の
点
に
関
し
、
放
送
の
自
由
に
お
け
る
主
観
的
側
面
と
客
観
的
側
面
を
説
明
す
る
も
の
に
浜
田
前
掲
書
九
〇
頁
。
30
︵
︶
芦
部
前
掲
書
五
二
頁
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
憲
法
違
反
で
な
い
こ
と
の
説
明
が
可
能
と
し
て
い
る
の
は
、
番
組
規
律
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
り
、
本
稿
の
よ
う
31に
特
定
者
に
免
許
を
与
え
る
こ
と
に
関
し
て
で
は
な
い
。
︵
︶
中
田
睦
︵
発
言
︶
前
掲
座
談
会
﹁
放
送
法
五
〇
年
﹂
七
頁
参
照
。
32
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
一
六
〇
～
一
六
一
頁
。
33
︵
︶
番
組
準
則
の
う
ち
、
公
序
良
俗
規
定
︵
新
放
送
法
二
条
一
号
、
三
号
︶
は
、
私
人
と
し
て
守
る
こ
と
が
当
然
な
こ
と
を
為
念
的
に
規
定
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
34こ
れ
は
、
電
波
法
は
放
送
含
め
す
べ
て
の
電
波
利
用
に
関
し
、﹁
虚
偽
の
通
信
﹂︵
同
一
〇
五
条
︶、﹁
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
通
信
﹂、﹁
わ
い
せ
つ
な
通
信
﹂
を
刑
法
の
特
別
法
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
が
、
公
衆
か
ら
信
託
を
受
け
た
も
の
と
し
て
放
送
局
免
許
を
得
た
者
が
、
こ
れ
ら
の
禁
止
を
犯
す
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
放
送
事
業
者
に
自
律
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
︵
︶
こ
こ
で
は
、﹁
文
字
情
報
﹂、﹁
機
械
情
報
﹂
に
限
ら
ず
幅
広
い
情
報
と
し
て
の
﹁
自
然
情
報
﹂
が
念
頭
に
あ
る
。
西
垣
通
﹃
ウ
ェ
ブ
社
会
を
ど
う
生
き
る
か
﹄︵
岩
波
35新
書
二
〇
〇
七
年
︶
参
照
。
︵
︶
旧
放
送
法
制
定
時
、
辻
電
気
通
信
委
員
会
委
員
長
は
﹁
放
送
事
業
が
社
会
的
影
響
力
が
大
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
元
来
国
民
全
体
の
も
の
で
あ
る
電
波
の
利
用
に
成
36り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
…
…
極
め
て
限
ら
れ
た
数
し
か
使
用
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
…
…
大
き
な
特
権
の
付
与
で
あ
り
…
…
高
度
の
公
共
を
要
求
さ
れ
る
事
業
﹂
と
説
明
し
て
い
る
。
電
波
庁
﹁
電
波
関
係
三
法
国
会
議
事
録
︵
衆
議
院
︶﹂︵
電
波
庁
一
九
五
〇
年
︶
四
～
五
頁
。
︵
︶
昭
和
六
三
年
改
正
に
よ
り
追
加
。
37
︵
︶
周
波
数
割
当
計
画
は
電
波
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
︵
二
六
条
一
項
︶、
昭
和
二
七
年
に
最
初
に
設
け
ら
れ
、
大
臣
の
公
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
の
38電
波
法
改
正
に
よ
る
。
︵
︶
電
波
法
上
は
根
拠
の
み
規
定
さ
れ
具
体
的
に
は
省
令
で
あ
る
﹁
放
送
局
の
開
設
の
根
本
基
準
﹂
で
定
め
ら
れ
て
い
た
。
片
岡
前
掲
書
二
〇
一
～
二
〇
八
頁
。
39
︵
︶
一
九
五
〇
年
の
放
送
法
制
定
当
時
の
規
律
は
、
①
番
組
準
則
︵
公
平
規
定
︶、
②
再
放
送
の
同
意
、
③
候
補
者
放
送
だ
け
で
あ
り
、
一
九
五
九
年
の
改
正
で
、
①
番
組
40準
則
︵
公
序
良
俗
規
定
︶、
②
番
組
調
和
原
則
、
③
放
送
番
組
基
準
、
④
番
組
審
議
機
関
、
⑤
訂
正
放
送
、
⑥
広
告
放
送
の
告
知
、
⑦
学
校
向
け
放
送
の
広
告
制
限
が
追
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加
さ
れ
て
い
る
。
︵
︶
そ
の
典
型
的
な
表
現
は
、
米
国
の
レ
ッ
ド
・
ラ
イ
オ
ン
判
決
の
﹁
至
上
な
の
は
視
聴
者
の
権
利
で
あ
り
、
放
送
者
の
権
利
で
は
な
い
﹂︵
R
e
d
L
io
n
B
ro
a
d
ca
stin
g
41
C
o
.
v
s.
F
C
C
︵
3
9
5
U
.S
.3
6
7︵
1
9
6
9︶︶
で
あ
ろ
う
。
芦
部
前
掲
書
五
〇
頁
参
照
。
︵
︶
“fre
e
d
o
m
to
re
ce
iv
e
in
fo
rm
a
tio
n
a
n
d
id
e
a
”
世
界
人
権
宣
言
第
一
九
条
参
照
。
h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
o
fa
.g
o
.jp
/
p
o
licy
/
h
u
m
a
n
/
u
n
iv
e
rs_
d
e
c.h
tm
l
42
︵
︶
芦
部
前
掲
書
五
二
頁
は
、
米
国
に
お
け
る
番
組
規
律
の
根
拠
を
紹
介
し
つ
つ
、
電
波
の
有
限
希
少
性
に
国
民
の
﹁
知
る
権
利
﹂
を
加
味
し
て
番
組
規
律
の
根
拠
と
し
43て
い
る
。
︵
︶
米
国
の
判
例
に
お
い
て
放
送
事
業
者
が
﹁
公
衆
の
受
託
者
︵
p
u
b
lic
tru
ste
e︶﹂
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
芦
部
前
掲
書
四
九
44～
五
一
頁
参
照
。
ま
た
稲
葉
一
将
﹃
放
送
行
政
の
法
構
造
と
課
題
﹄︵
日
本
評
論
社
二
〇
〇
四
年
︶
五
七
頁
。
︵
︶
“1
.
3
9
b
ro
a
d
ca
stin
g
-sa
te
l
ite
se
rv
ice
:
A
ra
d
io
co
m
m
u
n
ica
tio
n
se
rv
ice
in
w
h
ich
sig
n
a
ls
tra
n
sm
itte
d
o
r
re
tra
n
sm
itte
d
b
y
sp
a
ce
sta
tio
n
s
a
re
45
in
te
n
d
e
d
fo
r
d
ire
ct
re
ce
p
tio
n
b
y
th
e
g
e
n
e
ra
l
p
u
b
lic.”
注
︵
︶
参
照
。
10
︵
︶
三
G
H
z～
三
〇
G
h
z。
46
︵
︶
こ
の
う
ち
、
衛
星
放
送
用
は
一
一
・
七
～
一
二
・
七
G
h
z、
固
定
衛
星
︵
通
信
︶
用
は
一
二
・
二
～
一
二
・
七
G
h
z
と
な
り
、
重
な
る
一
二
・
二
～
一
二
・
七
G
h
z
47に
つ
い
て
は
、
一
一
〇
度
通
信
衛
星
を
用
い
た
も
の
は
衛
星
放
送
用
、
一
二
四
度
通
信
衛
星
を
用
い
た
も
の
は
固
定
衛
星
︵
通
信
︶
用
と
な
る
。
︵
︶
第
二
章
注
︵
︶
参
照
。
48
21
︵
︶
衛
星
放
送
の
特
徴
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
も
激
し
い
降
雨
に
よ
る
減
衰
、
ア
ン
テ
ナ
設
置
に
関
す
る
問
題
等
も
指
摘
で
き
る
。
49
︵
︶
放
送
の
特
殊
性
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
前
掲
﹁
放
送
の
公
共
性
﹂
四
五
～
四
八
頁
参
照
。
50
︵
︶﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄
一
二
頁
。
51
五
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
今
日
的
意
義
第
二
章
で
、
旧
放
送
法
制
定
時
以
降
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
を
概
観
し
、
第
三
章
で
は
新
た
に
新
放
送
法
で
定
義
さ
れ
た
﹁
基
幹
放
送
﹂
を
概
観
し
、
そ
し
て
第
四
章
で
は
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
定
義
に
用
い
ら
れ
た
放
送
用
周
波
数
の
意
義
と
特
殊
性
に
つ
い
て
概
観
し
た
。本
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
新
放
送
法
の
下
で
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
考
察
に
当
た
っ
て
は
、
第
二
章
の
最
後
に
ま
と
め
た
、
旧
放
送
法
時
代
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
三
つ
の
意
義
︵
①
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
性
、
②
規
律
と
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の
関
係
、
③
特
別
取
扱
い
︶
を
手
掛
か
り
に
、
新
放
送
法
で
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
意
義
と
、
そ
の
具
体
的
対
象
に
つ
い
て
の
考
え
を
整
理
し
(
)
た
い
。
1

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
性
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
新
放
送
法
は
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
に
放
送
制
度
の
基
本
的
枠
組
み
と
し
て
の
役
割
を
認
め
て
い
る
。
も
し
、
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
の
対
象
と
な
る
も
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
そ
の
普
及
が
政
府
の
責
任
に
あ
り
、
放
送
事
業
者
に
あ
ま
ね
く
普
及
義
務
が
か
か
る
と
す
る
と
、
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
は
す
べ
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
で
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
、﹁
基
幹
放
送
﹂
の
う
ち
旧
放
送
法
時
代
に
位
置
付
け
が
明
確
で
な
か
っ
た
衛
星
放
送
と
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
衛
星
基
幹
放
送
に
つ
い
て
は
、
同
じ
放
送
用
周
波
数
と
い
っ
て
も
衛
星
放
送
用
と
地
上
放
送
用
で
は
そ
の
性
質
を
大
き
く
異
に
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
衛
星
放
送
が
全
体
と
し
て
有
料
の
専
門
放
送
か
ら
な
る
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
の
世
界
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
新
放
送
法
は
、
こ
の
衛
星
基
幹
放
送
に
関
し
て
は
、
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
の
対
象
と
し
つ
つ
も
、
あ
ま
ね
く
普
及
義
務
︵
新
九
二
条
︶
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
一
波
で
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
(
)
理
由
で
適
用
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
電
波
が
届
く
こ
と
と
、
2
実
際
に
受
信
が
可
能
か
ど
う
か
は
別
で
、
受
信
の
た
め
の
設
備
、
放
送
内
容
の
専
門
性
、
有
料
制
等
を
考
え
る
と
、
物
理
的
に
も
経
済
的
に
も
受
信
で
き
な
い
者
は
多
数
い
る
は
ず
で
(
)
あ
る
が
、
地
上
放
送
に
関
し
て
国
が
辺
地
難
視
聴
及
び
都
市
型
難
視
聴
に
対
し
積
極
的
3
な
対
応
を
講
じ
て
き
た
の
と
異
な
り
、
衛
星
放
送
の
受
信
の
た
め
に
は
国
は
特
段
の
対
応
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
Ｃ
Ｓ
放
送
を
含
め
た
﹁
一
般
放
送
﹂
が
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
の
対
象
に
な
ら
な
い
の
は
、
市
場
原
理
が
重
視
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
(
)
い
る
が
、
衛
星
基
幹
放
送
も
、
こ
れ
だ
け
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
が
増
え
る
と
、
事
情
は
似
て
く
る
。
勿
論
、
一
一
〇
4
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度
と
い
う
軌
道
位
置
の
優
位
性
か
ら
当
面
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
単
位
で
番
組
の
興
廃
が
生
じ
る
に
止
ま
ろ
う
が
、
他
の
伝
送
経
路
の
発
達
如
何
に
よ
っ
て
は
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
が
予
定
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
放
送
が
確
保
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
従
っ
て
、
新
放
送
法
に
お
け
る
衛
星
基
幹
放
送
は
、
一
波
で
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
特
性
は
あ
る
が
、
現
在
の
制
度
的
取
扱
い
を
見
る
限
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
性
格
を
認
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
、﹁
基
幹
放
送
﹂
と
し
て
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
の
対
象
で
あ
り
、
ま
た
あ
ま
ね
く
普
及
義
務
の
対
象
で
も
あ
る
。
ま
た
、
放
送
の
歴
史
の
中
で
見
て
も
、
大
多
数
の
国
民
に
と
っ
て
無
償
で
得
ら
れ
る
貴
重
な
情
報
源
と
し
て
、
国
民
生
活
の
基
盤
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
て
も
技
術
革
新
の
進
展
の
中
で
、
次
第
に
そ
の
利
用
が
減
少
し
、
結
果
的
に
事
業
基
盤
が
成
り
立
た
な
く
な
る
も
の
も
多
い
。
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
は
災
害
時
に
お
け
る
役
割
や
、
音
を
意
識
し
た
番
組
編
成
等
独
自
の
良
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
が
、
伝
送
情
報
量
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
既
に
相
当
の
部
分
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
代
替
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
、
最
低
限
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
、
例
え
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
、
に
つ
い
て
国
と
し
て
そ
の
普
及
を
確
保
す
る
意
味
は
残
っ
て
(
)
い
る
と
し
5
て
も
、
す
べ
て
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
の
対
象
で
あ
る
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
う
ち
、
衛
星
放
送
及
び
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
、
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
に
基
づ
き
放
送
用
周
波
数
の
用
意
ま
で
は
政
府
が
責
任
を
持
つ
と
し
て
も
、
現
実
に
そ
の
周
波
数
を
利
用
し
た
放
送
の
実
現
に
ま
で
責
任
が
あ
る
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
そ
の
実
態
を
踏
ま
え
て
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
を
随
時
見
直
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
(
)
ろ
う
。
6

規
律
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
新
放
送
法
に
お
い
て
﹁
基
幹
放
送
﹂
に
対
す
る
規
律
を
考
え
る
際
の
﹁
典
型
的
な
基
幹
放
送
﹂
と
し
て
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
を
論
じ
る
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に
当
た
っ
て
、﹁
基
幹
放
送
﹂
に
対
す
る
規
律
の
中
で
も
対
象
に
よ
っ
て
取
扱
い
が
異
な
る
も
の
を
抜
(
)
き
出
し
、
順
次
そ
の
意
味
を
考
7
察
す
る
。
1
番
組
調
和
原
則
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
番
組
調
和
原
則
は
、
地
上
、
衛
星
を
問
わ
ず
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
だ
け
に
適
用
が
あ
る
。
ま
た
、﹁
特
別
な
事
業
計
画
に
よ
る
も
の
﹂
は
適
用
除
外
さ
れ
て
お
り
、
専
門
放
送
は
す
べ
て
こ
の
特
別
な
事
業
計
画
に
よ
る
放
送
と
し
て
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
番
組
調
和
原
則
の
規
定
は
、
地
上
放
送
の
番
組
の
低
俗
化
に
対
す
る
国
民
の
批
判
が
強
ま
っ
た
一
九
五
九
年
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
及
び
民
放
共
に
総
合
編
成
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
他
方
で
教
育
番
組
専
門
局
の
導
入
を
図
る
こ
と
を
意
図
し
て
﹁
特
別
な
事
業
計
画
に
よ
る
も
の
﹂
と
い
う
例
外
規
定
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
関
東
広
域
圏
で
既
に
事
業
展
開
し
て
い
る
﹁
総
合
局
﹂
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
後
発
(
)
二
局
が
﹁
教
育
局
﹂
と
し
て
参
入
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
当
時
は
総
合
局
は
8
教
育
番
組
又
は
教
養
番
組
を
三
〇
％
以
上
、
教
育
局
は
(
)
大
半
を
教
育
番
組
が
占
め
る
よ
う
に
条
件
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
前
提
9
と
な
る
教
育
番
組
・
教
養
番
組
の
判
定
の
基
準
が
極
め
て
あ
い
(
)
ま
い
と
指
摘
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、
広
告
収
入
を
基
盤
と
す
る
事
業
構
10
造
の
難
し
さ
か
ら
、
次
第
に
本
来
の
趣
旨
と
か
い
離
し
た
編
成
と
な
り
、
結
局
こ
れ
ら
両
者
は
﹁
教
育
局
﹂
か
ら
﹁
総
合
局
﹂
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
(
)
っ
た
。
11
そ
の
後
、
衛
星
放
送
の
誕
生
に
よ
っ
て
多
数
の
有
料
制
の
専
門
放
送
が
登
場
す
る
と
、
そ
れ
は
﹁
特
別
の
事
業
計
画
﹂
に
よ
る
専
門
放
送
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、﹁
特
別
な
事
業
計
画
﹂
に
よ
る
か
否
か
、
即
ち
総
合
放
送
と
す
る
か
専
門
放
送
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
あ
た
か
も
申
請
側
の
意
図
だ
け
で
決
ま
る
か
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
(
)
い
る
。
12
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
番
組
調
和
原
則
の
制
定
経
緯
及
び
広
告
収
入
を
基
盤
と
す
る
専
門
放
送
が
成
り
立
た
な
か
っ
た
事
実
を
考
え
る
と
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
が
限
定
さ
れ
て
い
る
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
関
し
て
は
、
内
部
的
多
元
性
が
求
め
ら
れ
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
制
度
的
に
総
合
編
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
、
現
に
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
で
は
地
上
放
送
は
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﹁
総
合
放
送
﹂
と
区
分
欄
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
認
定
︵
免
許
︶
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
三
年
の
改
正
に
よ
り
番
組
調
和
原
則
の
適
用
が
は
ず
れ
、
そ
れ
以
降
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
の
み
本
規
定
が
準
用
︵
旧
放
送
法
四
四
条
三
項
新
放
送
法
八
一
条
三
項
︶
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
テ
レ
ビ
が
、
視
聴
時
間
数
が
圧
倒
的
に
多
く
、
国
民
が
受
容
し
や
す
く
影
響
を
受
け
や
す
い
の
に
対
し
、
ラ
ジ
オ
を
含
む
そ
の
他
の
放
送
は
、
多
様
化
・
高
度
化
に
向
い
て
い
る
こ
と
と
し
て
(
)
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
﹁
情
報
の
共
有
﹂
を
基
本
と
す
る
﹃
基
13
幹
放
送
﹄
で
な
い
と
す
る
の
が
自
然
で
(
)
あ
る
。
な
お
、
番
組
調
和
原
則
が
準
用
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
14
は
、
教
育
専
門
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
と
併
せ
て
﹃
基
幹
放
送
﹄
に
含
ま
れ
る
と
す
る
考
え
方
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
組
織
に
着
目
し
た
独
自
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
衛
星
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
は
地
上
放
送
と
区
別
な
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
実
上
は
そ
の
多
く
が
既
に
﹁
特
別
な
事
業
計
画
に
よ
る
も
の
﹂
と
し
て
総
合
編
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
基
幹
放
送
普
及
基
本
計
画
上
も
衛
星
基
幹
放
送
に
つ
い
て
は
区
分
の
欄
に
﹁
総
合
放
送
﹂
と
い
う
欄
が
な
い
た
め
、
認
定
上
の
条
件
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
専
門
放
送
も
上
述
の
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
と
同
様
な
理
由
に
よ
り
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、
今
日
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
と
し
て
の
衛
星
放
送
の
状
況
を
考
え
る
と
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
同
様
に
調
和
原
則
そ
の
も
の
の
適
用
が
な
い
と
す
る
方
が
同
原
則
の
本
来
の
趣
旨
が
明
確
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
場
合
、
Ｂ
Ｓ
放
送
の
発
足
の
経
緯
か
ら
実
質
的
に
地
上
放
送
と
一
体
的
な
形
で
総
合
放
送
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
め
、
現
在
七
チ
ャ
ン
ネ
ル
あ
る
総
合
放
送
に
つ
い
て
は
総
合
編
成
を
理
由
に
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
す
る
考
え
も
あ
り
得
る
が
、
こ
の
よ
う
な
総
合
放
送
と
し
て
の
衛
星
放
送
は
あ
く
ま
で
事
実
上
の
も
の
と
し
て
位
置
付
け
、
制
度
と
し
て
は
番
組
調
和
原
則
を
非
適
用
と
す
る
の
が
本
来
の
姿
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
番
組
調
和
原
則
と
同
じ
く
、
字
幕
番
組
等
︵
旧
三
条
の
二
第
四
項
、
新
四
条
二
項
︶
に
関
す
る
規
定
も
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
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だ
け
適
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
テ
レ
ビ
の
特
性
を
理
由
と
す
る
も
の
で
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
新
放
送
法
の
﹁
放
送
﹂
全
体
に
適
用
さ
れ
る
番
組
規
律
の
中
で
、﹁
基
幹
放
送
﹂﹁
一
般
放
送
﹂
を
問
わ
ず
、﹁
経
済
市
況
、
自
然
現
象
及
び
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
時
事
に
関
す
る
事
項
︵
略
︶
の
み
を
放
送
事
項
と
す
る
放
送
﹂
等
を
省
令
又
は
政
令
に
よ
り
規
律
の
対
象
外
と
す
る
も
の
︵
第
三
章
参
照
︶
を
﹁
典
型
的
な
基
幹
放
送
﹂
で
な
い
と
す
る
こ
と
も
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
6
集
中
排
除
原
則
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
番
組
調
和
原
則
が
内
部
的
多
元
性
を
配
慮
し
た
規
律
と
す
る
と
、
集
中
排
除
原
則
は
外
部
的
多
元
性
を
配
慮
し
た
規
律
で
あ
る
。
新
放
送
法
に
お
い
て
こ
の
集
中
排
除
原
則
の
取
扱
い
が
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
に
、
ラ
ジ
オ
局
の
取
扱
い
が
あ
る
。
旧
放
送
法
で
は
集
中
排
除
原
則
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
テ
レ
ビ
局
、
ラ
ジ
オ
局
の
間
に
は
何
ら
の
差
異
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
新
放
送
法
に
お
い
て
は
ラ
ジ
オ
局
に
関
し
て
大
き
く
取
扱
い
を
緩
和
し
た
結
果
、
テ
レ
ビ
局
と
の
取
扱
い
が
異
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
局
に
つ
い
て
は
、
同
一
放
送
対
象
地
域
の
場
合
は
、
一
〇
％
超
の
株
式
所
有
が
可
能
な
の
は
一
局
の
み
、
異
な
る
放
送
対
象
地
域
の
場
合
は
三
分
の
一
超
の
(
)
所
有
が
可
能
な
の
が
一
局
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ラ
ジ
オ
局
は
放
送
対
象
地
域
の
重
複
に
か
15
か
わ
ら
ず
四
局
ま
で
一
〇
〇
％
所
有
が
可
能
と
し
た
。
こ
れ
は
、
ラ
ジ
オ
に
限
っ
て
み
れ
ば
地
域
を
独
占
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
従
前
同
様
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
を
認
め
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
新
放
送
法
は
ま
ず
外
部
的
多
元
性
を
考
え
る
際
の
基
礎
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
市
場
を
ラ
ジ
オ
局
と
テ
レ
ビ
局
を
一
体
的
に
捉
え
、
な
お
か
つ
テ
レ
ビ
の
存
在
を
基
幹
的
な
も
の
と
み
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、﹁
基
幹
放
送
﹂
の
う
ち
衛
星
放
送
に
つ
い
て
は
、
原
則
四
ト
ラ
ン
ス
ポ
ン
ダ
ま
で
保
有
を
認
め
て
お
り
、
地
上
テ
レ
ビ
放
送
の
同
一
地
域
で
一
局
と
比
べ
る
と
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
放
送
対
象
地
域
に
お
い
て
の
衛
星
基
幹
放
送
で
二
四
中
(
)
継
局
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
画
質
で
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
相
当
、
標
準
画
質
で
六
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
上
も
確
保
で
き
る
と
い
う
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
16
ョ
ン
放
送
と
大
き
く
異
な
る
状
況
を
背
景
と
し
て
い
る
。
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従
っ
て
、
集
中
排
除
原
則
か
ら
見
た
場
合
も
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
及
び
衛
星
放
送
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

﹃
基
幹
放
送
﹄
に
対
す
る
特
別
取
扱
い
と
し
て
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
第
二
章
で
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
の
役
割
の
一
つ
で
あ
る
特
別
取
扱
い
と
し
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
レ
イ
ヤ
ー
別
法
体
系
の
議
論
の
過
程
で
中
心
的
な
論
点
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
第
三
章
で
述
べ
た
。
し
か
し
、
新
放
送
法
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
分
離
が
技
術
的
に
も
ま
た
制
度
的
に
も
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
を
含
む
地
上
放
送
に
つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
一
致
を
選
択
肢
と
し
て
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
分
離
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
、
多
重
放
送
や
二
重
免
許
制
の
(
)
回
避
、
電
気
通
信
制
度
と
の
17
整
合
性
等
の
他
、
在
り
方
懇
か
ら
法
体
系
研
究
会
に
い
た
る
ま
で
の
報
告
書
に
詳
し
い
が
、
こ
れ
に
対
す
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
放
送
の
開
始
当
時
の
沿
革
、
そ
の
後
の
技
術
開
発
へ
の
貢
献
、
特
殊
法
人
と
し
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
多
く
を
委
ね
て
き
た
経
緯
に
加
え
、﹁
放
送
の
自
由
﹂
を
守
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
(
)
(
)
て
き
た
。
18
19
ま
た
、
最
近
の
も
の
と
し
て
在
り
方
懇
の
問
い
に
対
す
る
㈳
民
放
連
の
(
)
回
答
か
ら
筆
者
な
り
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
①
災
害
、
安
全
20
等
の
緊
急
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
、
②
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
に
よ
る
編
集
責
任
の
確
保
、
③
家
電
産
業
へ
の
貢
献
、
④
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
中
継
局
整
備
へ
の
取
り
組
み
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
由
に
意
味
が
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
一
つ
一
つ
を
見
る
と
必
ず
し
も
決
定
的
な
理
由
と
は
な
り
得
て
い
な
い
。
確
か
に
、
ア
ナ
ロ
グ
の
時
代
の
地
上
放
送
は
、
そ
こ
に
は
映
像
と
音
声
に
つ
い
て
の
一
定
の
規
格
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
周
波
数
の
帯
域
も
決
ま
っ
て
い
た
た
め
に
、
一
無
線
局
＝
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
(
)
っ
た
。
し
21
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か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
と
画
質
や
音
質
次
第
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
変
動
し
得
る
た
め
に
一
無
線
局
＝
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
い
う
式
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
が
自
然
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
地
上
放
送
に
つ
い
て
の
み
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
を
認
め
た
の
か
に
つ
い
て
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
の
役
割
か
ら
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。
﹃
基
幹
放
送
﹄
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
誰
で
も
受
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
放
送
用
周
波
数
を
用
意
す
る
だ
け
で
は
足
ら
ず
、
現
実
に
無
線
局
を
対
象
地
域
内
に
満
遍
な
く
配
置
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
放
送
対
象
地
域
に
満
遍
な
く
放
送
局
を
整
備
す
る
こ
と
は
大
き
な
経
済
的
負
担
と
リ
ス
ク
を
伴
う
も
の
で
、
そ
の
後
の
維
持
負
担
も
大
き
く
、
当
該
設
備
の
利
用
が
保
障
さ
れ
ず
に
設
備
整
備
の
責
任
だ
け
を
負
う
こ
と
は
一
般
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
国
が
現
実
の
設
備
の
整
備
を
行
う
こ
と
は
財
政
的
に
も
表
現
の
自
由
と
の
関
係
か
ら
も
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
あ
ま
ね
く
普
及
さ
せ
る
た
め
の
全
国
的
な
設
備
整
備
を
、
利
用
の
た
め
の
放
送
局
の
免
許
と
一
体
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
保
し
よ
う
と
い
う
の
は
、
十
分
合
理
性
の
あ
る
方
策
と
言
え
る
。
こ
の
点
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
も
事
情
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
現
に
、
地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
設
備
の
展
開
も
既
存
事
業
者
中
心
に
進
め
て
き
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ハ
ー
ド
の
ア
ナ
ロ
グ
時
代
か
ら
一
貫
し
て
経
済
的
負
担
と
リ
ス
ク
を
負
っ
て
設
備
を
普
及
さ
せ
て
き
た
地
上
放
送
に
つ
い
て
引
き
続
き
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
を
選
択
肢
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
十
分
説
明
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
と
い
う
地
上
放
送
に
限
っ
た
特
別
な
取
扱
い
も
、
遡
れ
ば
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
性
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
、
衛
星
打
ち
上
げ
に
リ
ス
ク
は
あ
る
も
の
の
、
地
上
に
お
い
て
設
備
の
全
国
展
開
の
必
要
が
な
い
衛
星
放
送
と
の
違
い
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
も
同
様
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
の
選
択
的
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
も
、
か
つ
て
は
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
全
国
普
及
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
同
じ
く
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
今
日
で
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
認
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
以
外
の
特
別
取
扱
い
と
し
て
第
三
章
で
あ
げ
た
も
の
に
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
よ
る
義
務
再
送
信
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と
外
資
規
制
が
あ
る
。
前
者
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
の
取
扱
い
と
あ
わ
せ
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
性
に
着
目
し
た
も
の
で
、
従
っ
て
﹃
基
幹
放
送
﹄
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
外
資
制
限
に
つ
い
て
は
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
を
含
め
地
上
放
送
に
つ
い
て
は
間
接
出
資
も
規
制
し
て
い
る
の
は
、
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
電
波
を
、
限
ら
れ
た
数
の
放
送
事
業
者
が
広
帯
域
の
周
波
数
を
排
他
的
に
占
用
す
る
と
い
う
放
送
用
周
波
数
の
特
殊
性
︵
第
四
章
参
照
︶
に
着
目
し
た
も
の
と
理
解
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
も
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
を
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
位
置
付
け
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

﹃
基
幹
放
送
﹄
の
今
日
的
意
義
以
上
、
旧
放
送
法
時
代
に
お
け
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
意
義
を
踏
ま
え
て
新
放
送
法
の
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
内
包
と
し
て
の
﹃
基
幹
放
送
﹄
を
論
じ
て
き
た
が
、
前
章
で
述
べ
た
部
分
も
含
め
筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
⑴
﹁
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
情
報
﹂
を
提
供
す
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
根
本
的
意
義
は
、
社
会
に
お
け
る
﹁
情
報
の
共
有
﹂
で
あ
る
。
﹁
共
有
さ
れ
る
情
報
﹂
を
誰
で
も
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
体
系
的
制
度
と
し
て
実
現
し
た
も
の
が
、
わ
が
国
の
放
送
制
度
の
原
点
で
あ
る
。
⑵
﹃
基
幹
放
送
﹄
は
憲
法
二
一
条
に
関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
二
五
条
の
生
存
権
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
憲
法
一
四
条
を
踏
ま
え
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
あ
ま
ね
く
普
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
上
放
送
、
と
り
わ
け
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
が
大
き
な
帯
域
を
占
用
利
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
の
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
誰
で
も
受
信
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
⑶
旧
放
送
法
時
代
に
お
け
る
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
と
同
様
に
、
新
放
送
法
に
お
い
て
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
概
念
は
意
義
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
新
放
送
法
の
対
象
と
な
る
放
送
の
う
ち
、
何
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
か
を
判
断
す
る
た
め
の
意
義
に
帰
結
す
る
。
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﹃
基
幹
放
送
﹄
が
規
律
を
考
え
る
際
の
﹁
典
型
的
な
放
送
﹂
と
し
て
意
義
を
持
つ
の
も
、
そ
れ
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
制
度
の
中
核
に
置
く
わ
が
国
の
放
送
制
度
の
体
系
︵
⑴
︶
を
反
映
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
⑷
新
放
送
法
の
対
象
と
な
る
放
送
の
う
ち
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
国
が
真
に
そ
の
普
及
に
責
任
を
持
つ
べ
き
﹃
基
幹
放
送
﹄
は
今
日
で
は
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
長
く
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
認
め
た
い
が
、
今
日
の
視
点
で
み
る
と
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。
⑸
﹃
基
幹
放
送
﹄
で
あ
る
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
は
、
公
衆
に
﹁
共
有
さ
れ
る
情
報
﹂
の
提
供
が
期
待
さ
れ
る
た
め
に
番
組
調
和
原
則
が
義
務
付
け
ら
れ
、
同
時
に
情
報
源
の
多
様
化
を
図
る
た
め
に
集
中
排
除
原
則
も
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
番
組
調
和
原
則
の
規
定
は
、﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
の
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
総
合
編
成
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
そ
の
規
定
振
り
及
び
運
用
に
つ
い
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
⑹
﹃
基
幹
放
送
﹄
で
あ
る
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
致
が
選
択
的
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
地
上
に
無
線
局
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
普
及
が
実
現
可
能
だ
っ
た
こ
と
が
主
た
る
理
由
で
、﹁
放
送
の
自
由
﹂
を
守
っ
て
き
た
こ
と
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。
⑺
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
つ
い
て
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
教
育
専
門
テ
レ
ビ
放
送
及
び
Ｂ
Ｓ
放
送
を
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
位
置
付
け
る
考
え
方
が
あ
り
得
る
が
、
そ
れ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
い
う
組
織
に
着
目
し
た
扱
い
で
あ
り
、
わ
が
国
の
二
元
的
秩
序
の
在
り
方
と
関
連
す
る
。
以
上
の
筆
者
の
考
え
は
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
関
す
る
限
り
六
〇
年
前
に
放
送
法
が
成
立
し
た
当
時
の
考
え
方
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
原
点
に
戻
っ
て
考
察
し
た
結
果
で
あ
る
。
当
時
こ
の
よ
う
な
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
広
帯
域
の
電
波
を
占
用
的
に
利
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
こ
こ
ま
で
発
達
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し
た
今
日
で
あ
っ
て
も
基
本
的
に
は
変
わ
ら
ず
、
同
じ
こ
と
を
他
の
技
術
で
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
(
)
い
る
。
そ
の
点
、
今
後
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
と
し
て
の
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
意
義
は
大
き
い
。
22し
か
し
、
受
信
者
か
ら
見
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
あ
る
い
は
情
報
源
は
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
だ
け
で
は
な
い
。
先
の
震
災
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
や
ツ
ウ
ィ
ッ
タ
ー
等
も
多
く
の
場
面
で
貢
献
し
た
こ
と
を
利
用
者
が
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
後
も
﹃
基
幹
放
送
﹄
の
意
義
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
幅
広
い
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
の
中
で
、
そ
の
存
在
感
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
変
化
と
情
報
通
信
技
術
の
発
展
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
特
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
東
京
へ
の
集
中
が
進
む
中
で
、
地
域
の
中
の
﹁
情
報
の
共
有
﹂
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
地
縁
社
会
︵
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
：
G
e
m
e
in
sc
h
a
ft︶
的
な
面
が
都
市
部
か
ら
薄
れ
て
い
き
、
地
域
を
超
え
た
﹁
情
報
の
共
有
﹂
が
意
味
を
持
つ
利
益
社
会
︵
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
：
G
e
se
l
sc
h
a
ft︶
的
な
面
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、﹃
基
幹
放
送
﹄
が
対
象
と
す
る
地
域
社
会
の
﹁
公
衆
﹂
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
の
中
で
分
断
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
だ
か
ら
、﹃
基
幹
放
送
﹄
の
役
割
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
か
、
だ
か
ら
こ
そ
、﹃
基
幹
放
送
﹄
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
か
、﹃
基
幹
放
送
﹄
の
根
本
的
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、﹃
基
幹
放
送
﹄
の
前
提
で
あ
る
放
送
用
周
波
数
に
つ
い
て
も
、
そ
の
特
殊
か
つ
優
遇
的
な
取
扱
い
を
よ
り
限
定
的
に
す
べ
き
と
い
う
考
え
が
今
後
強
く
な
る
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
る
。
経
営
的
視
点
か
ら
﹃
基
幹
放
送
﹄
事
業
の
見
直
し
が
進
む
可
能
性
も
大
き
い
。
そ
の
場
合
、﹁
当
該
地
域
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
が
、
映
像
を
含
む
大
量
情
報
を
瞬
時
に
か
つ
同
時
に
受
信
で
き
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
﹂
と
い
う
放
送
用
周
波
数
の
意
義
と
必
要
性
を
踏
ま
え
た
﹃
基
幹
放
送
﹄
論
が
必
要
に
な
ろ
う
。
︵
︶
新
放
送
法
に
お
い
て
は
、
放
送
法
施
行
規
則
別
表
第
五
号
に
お
い
て
﹁
基
幹
放
送
﹂
の
区
分
を
定
め
て
い
る
が
、
煩
雑
さ
を
さ
け
る
た
め
以
下
の
記
述
は
こ
れ
ま
で
1と
同
様
な
分
類
を
用
い
て
い
る
。
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︵
︶
金
沢
前
掲
書
二
四
〇
頁
。
2
︵
︶
衛
星
放
送
の
本
放
送
開
始
︵
一
九
八
九
年
六
月
︶
後
既
に
二
十
数
年
に
な
る
が
、
最
も
普
及
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛
星
放
送
で
も
総
契
約
者
数
に
占
め
る
衛
星
放
送
3受
信
契
約
の
割
合
は
四
〇
・
二
％
程
度
で
あ
る
。
総
務
省
﹁
衛
星
放
送
の
現
状
﹂︵
平
成
二
三
年
度
第
三
四
半
期
版
︶
二
一
頁
参
照
。
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
五
一
頁
、
金
沢
・
前
掲
書
三
六
頁
参
照
。
4
︵
︶
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
、
中
波
又
は
Ｆ
Ｍ
放
送
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
全
国
あ
ま
ね
く
受
信
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
︵
新
二
〇
条
五
5項
。
旧
九
条
︶。
︵
︶
有
線
放
送
に
よ
る
再
送
信
規
定
︵
新
一
四
〇
条
︶
も
地
上
ラ
ジ
オ
放
送
に
は
適
用
が
な
い
。
6
︵
︶
金
沢
前
掲
書
二
一
頁
参
照
。
7
︵
︶
旧
日
本
教
育
テ
レ
ビ
︵
現
テ
レ
ビ
朝
日
︶、
旧
東
京
チ
ャ
ン
ネ
ル
︵
現
テ
レ
ビ
東
京
︶。
8
12
︵
︶
例
え
ば
、
最
後
発
の
日
本
科
学
技
術
振
興
財
団
︵
東
京
チ
ャ
ン
ネ
ル
︶
の
場
合
、
科
学
技
術
教
育
番
組
六
〇
％
以
上
、
そ
の
他
の
教
養
教
育
番
組
二
〇
％
以
上
と
9
12
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
︵
︶
両
社
は
一
九
七
三
年
に
総
合
局
の
免
許
を
取
得
し
、
以
降
社
名
変
更
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
10
︵
︶
郵
政
省
﹃
通
信
行
政
の
展
望
﹄︵
信
友
社
一
九
七
一
年
︶
三
一
九
頁
。
11
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
一
七
四
頁
注
︵
︶
参
照
。
12
24
︵
︶
金
沢
・
前
掲
書
二
八
二
頁
参
照
。
13
︵
︶
ラ
ジ
オ
放
送
の
災
害
時
に
お
い
て
の
役
割
を
重
視
し
た
見
解
と
し
て
前
掲
﹃
放
送
の
公
共
性
﹄
一
九
頁
。
14
︵
︶
旧
放
送
法
に
お
い
て
は
同
一
対
象
地
域
と
同
じ
く
一
〇
％
で
あ
っ
た
。
15
︵
︶
総
務
省
﹁
衛
星
放
送
の
現
状
︵
平
成
二
三
年
度
第
三
四
半
期
版
︶﹂
h
ttp
:/
/
w
w
w
.so
u
m
u
.g
o
.jp
/
m
a
in
_
so
sik
i/
jo
h
o
_
tsu
sin
/
e
ise
i/
e
ise
i.p
d
f
16
︵
︶﹃
放
送
政
策
の
展
望
﹄
六
一
頁
。
17
︵
︶
舟
田
︻
二
〇
一
一
︼
四
六
頁
、
塩
野
前
掲
書
二
五
六
頁
参
照
。
18
︵
︶
具
体
的
な
説
明
と
し
て
は
、
金
沢
前
掲
書
二
五
九
頁
参
照
。
19
︵
︶
第
二
章
注
︵
︶
参
照
。
20
46
︵
︶
欧
州
で
は
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
ア
ナ
ロ
グ
時
代
か
ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
分
離
方
式
を
と
っ
て
い
た
国
も
あ
る
が
、
当
時
の
郵
便
電
気
通
信
事
業
︵
Ｐ
Ｔ
Ｔ
︶
21の
国
営
独
占
が
沿
革
に
あ
る
。
︵
︶
映
像
の
場
合
、
特
に
テ
レ
ビ
放
送
の
よ
う
に
多
く
の
人
が
同
時
に
見
た
り
す
る
場
合
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
は
、
上
限
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
村
井
純
・
亀
山
渉
.
22﹁
対
談
：
放
送
・
通
信
融
合
を
語
る
︵
︶
：
放
送
と
通
信
の
技
術
的
課
題
は
何
か
？
﹂
h
ttp
:/
/
w
b
b
.fo
ru
m
.im
p
re
ssrd
.jp
/
fe
a
tu
re
/
2
0
0
6
0
7
2
4
/
1
7
1
を
参
照
さ
れ
た
2
い
。
ま
た
、
こ
の
対
談
に
お
い
て
、
村
井
純
氏
は
、﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
︵
放
送
の
よ
う
に
︶﹃
宛
先
も
な
く
て
聞
く
人
も
わ
か
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
デ
ジ
タ
ル
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デ
ー
タ
を
送
信
す
る
﹄
と
い
う
仕
組
み
は
厳
密
に
は
な
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
同
﹁
対
談
：
放
送
・
通
信
融
合
を
語
る
︵
;
︶
：
放
送
と
通
信
は
ど
こ
が
違
う
の
か
？
﹂
h
ttp
:/
/
w
b
b
.fo
ru
m
.im
p
re
ssrd
.jp
/
fe
a
tu
re
/
2
0
0
6
0
7
1
3
/
1
0
0。
六
お
わ
り
に
今
回
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
新
放
送
法
に
対
す
る
論
評
を
試
み
る
の
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
の
放
送
の
役
割
と
影
響
力
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
放
送
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
、
更
に
は
W
e
b
2
.0
以
降
の
流
行
り
と
な
っ
た
﹁
あ
っ
ち
の
世
界
﹂
に
対
し
て
の
﹁
こ
っ
ち
の
世
界
﹂
と
し
て
の
地
域
社
会
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
と
も
関
連
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
考
察
を
進
め
る
う
ち
に
、
次
第
に
戦
後
の
復
興
の
中
で
放
送
法
制
定
に
取
り
組
ん
だ
立
法
者
の
考
え
に
思
い
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
故
、
電
波
に
よ
る
放
送
を
国
民
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
、
当
時
描
い
て
い
た
民
主
主
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
表
現
の
自
由
を
ど
れ
だ
け
大
事
に
し
て
い
た
の
か
、
社
会
と
は
何
か
、
国
と
は
何
か
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
真
剣
に
考
え
て
い
た
こ
と
か
。
東
日
本
大
震
災
後
既
に
一
年
が
過
ぎ
た
が
、
新
し
い
日
本
を
作
る
の
だ
と
い
う
思
い
が
人
々
に
広
が
る
今
日
ほ
ど
、
放
送
の
持
つ
意
義
を
考
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
き
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
新
放
送
法
が
そ
う
し
た
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
関
係
者
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
筆
を
擱
き
た
い
。
︵
追
記
︶
舟
田
先
生
に
最
初
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
電
気
通
信
制
度
改
革
の
本
格
的
議
論
が
始
ま
っ
た
、
一
九
八
三
年
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
頃
、
郵
政
省
で
塩
野
宏
先
生
を
座
長
と
す
る
経
営
形
態
問
題
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
舟
田
先
生
が
委
員
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、
事
務
局
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
が
ご
縁
の
始
ま
り
で
、
そ
の
後
先
生
と
経
済
学
の
黒
川
和
美
先
生
の
共
同
主
催
で
続
い
た
通
信
行
政
問
題
研
究
会
の
事
務
局
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
。
以
降
、
折
に
触
れ
先
生
に
教
え
を
請
う
こ
と
が
続
い
た
。
し
か
し
、
私
が
放
送
行
政
に
関
わ
っ
て
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い
た
頃
は
、
先
生
は
既
に
各
種
審
議
会
で
座
長
を
さ
れ
る
よ
う
な
お
立
場
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
放
送
に
関
し
て
直
接
お
話
を
伺
う
機
会
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
の
が
、
今
思
う
と
悔
い
が
残
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
、
放
送
を
テ
ー
マ
に
稿
を
起
こ
す
に
当
た
っ
て
、
先
生
の
放
送
分
野
で
の
研
究
を
何
度
も
読
み
返
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
稿
は
そ
の
意
味
で
、
改
め
て
先
生
の
教
え
を
請
う
つ
も
り
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
引
き
続
き
の
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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